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平成２９年第３回三笠市議会定例会 

平成２９年９月１４日（第１日目） 
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開会 午前１０時３０分   

  ──────────────────────────────────────── 

◎開 会 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） おはようございます。 

 ただいまから、平成２９年第３回三笠市議会定例会を開会します。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎開 議 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、本日の会議を開きます。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の１ 会議録署名議員の指名についてを議題とします。 

 会議録署名議員は、会議規則第８５条の規定により、７番武田議員、８番齊藤議員を指

名します。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会 期 の 決 定 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 今定例会の会期は、本日から９月２６日までの１３日間としたいと思います。御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 会期は、１３日間と決定しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸 般 報 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の３ 諸般報告に入ります。 

 初めに、議会事務報告については、文書御配付のとおりでありますので、口頭報告を省

略し、直ちに質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、議会事務報告については報告済みとしま

す。 

 次に、教育委員会審議事項報告については、文書御配付のとおりでありますので、口頭
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報告を省略し、直ちに質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、教育委員会審議事項報告については報告

済みとします。 

 次に、一般行政報告を行います。 

 市長から報告を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） それでは、行政報告を申し上げます。 

 まず、報告第１号の市長行動報告についてでございますが、初めに７月１０日、７月１

９日の２日間で、幾春別川総合開発促進期成会として北海道内と中央に要望行動を行った

ところでございます。私からは、新桂沢ダムの本体工事が着手されたことに対するお礼を

申し上げ、多くの作業員の方々の滞在により、大きな経済効果が生まれていること、ま

た、ダムの完成により流域の安全・安心が確保できることに対し、流域住民の期待が膨ら

んでいることをお伝えし、新桂沢ダムの一層の工事促進をお願いするとともに、ぽんべつ

ダムの建設についても早期にお願いしますと要請したところであります。国からは、当初

の予定からは大きくおくれておりますが、ようやく新桂沢ダムのコンクリート打設工事が

始まったこと、ダム工事は経済効果だけではなく、人の流れをつくり、さまざまな情報が

入ってきますので、ぜひ活用していただきたいと答弁をいただいたところでございます。 

 また、７月７日、７月２７日の２日間で、空知地方総合開発期成会として北海道内と中

央に要望行動を行ったところでございます。空知管内２４市町が４班に分かれ、私は、そ

の中の第４班として深川市、夕張市、赤平市、月形町、上砂川町、浦臼町と行動をしてま

いりました。主な内容としては、そこに記載のとおりでございますが、経済産業省から

は、エネルギーとして石炭ガスの活用は有益と感じており、この開発事業体の組成は各市

町村が独自に取り組み、進めているところでありますが、立地企業の課税免除等も取り入

れて進めていただきたいこと、また、炭鉱遺産については、近代化産業遺産として北炭幌

内炭鉱などの関連遺産が認定されていることもあり、今後、支援等を研究していただきた

いと発言をいただいたところであります。これについて私からは、炭鉱遺産については観

光などへの活用を模索しているところであるが、全てを活用することは困難なため、選別

が必要であること、また、三笠市ではＵＣＧを新たなエネルギー活用の技術として、現在

フィールド実験まで研究が進み、今後は実証実験のステージに移ることとなるが、これに

は多くの資金が必要となるので、経済産業省からも側面的な支援をお願いしたいこと、そ

して、空知の石炭はまだ大半が残っていることからこの新たな技術は将来のエネルギーと

しての活用にとっても重要なものとなるため、今後も御支援をいただきたいとお願いして

きたところであります。 

 続きまして、報告第２号の人事発令についてでありますが、そこに記載してありますと
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おり、８月１日付で係長職の人事発令を行ったところでございます。 

 次に、報告第３号の市工事についてでありますが、三笠市街３７号線道路改良工事ほか

１３件について、そこに記載してありますとおり入札を行いまして、それぞれ期限までに

完了するよう工事に入っているところでございます。高校生レストランの新築工事に関連

した電気関係等の各種工事も始まったところでございます。 

 行政報告につきましては、以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、一般行政報告に対する質疑に入ります。 

 初めに、報告第１号総務福祉部関係について。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 次に、報告第２号総務福祉部関係について。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 最後に、報告第３号経済建設部関係について。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、一般行政報告については報告済みとしま

す。 

 以上をもちまして、諸般報告を終わります。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第４ 例月出納検査報告について（監報第３号） 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の４ 監報第３号例月出納検査報告についてを議題としま

す。 

 本報告については、文書御配付のとおりでありますので、口頭報告を省略し、直ちに質

疑に入ります。質疑のある方は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、監報第３号例月出納検査報告について

は、報告済みとします。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 報告第１４号及び報告第１５号について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の５ 報告第１４号及び報告第１５号についてを一括議題と

します。 

 本報告については、議会運営委員会及び常任委員会の所管事項調査であり、文書御配付

のとおりでありますので、口頭報告を省略し、直ちに質疑に入ります。質疑のある方は発

言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第１４号及び報告第
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１５号については、報告済みとします。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第６ 報告第１６号 地域振興対策特別委員会報告につ 

            いて 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の６ 報告第１６号地域振興対策特別委員会報告についてを

議題とします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 澤田委員長、登壇願います。 

（地域振興対策特別委員会委員長澤田益治氏 登壇） 

◎地域振興対策特別委員会委員長（澤田益治氏） 平成２８年度第２回定例会で決議設置

されました「地域振興対策特別委員会」における調査内容を御報告いたします。 

 この委員会は議長を除く全議員による委員で調査を行っておりますので、質疑と答弁等

の内容の詳細は省略をさせていただきますので、よろしく御了承願いたいと思います。 

 ８月２３日に開催しました委員会では、一つ、市立三笠高校について、提示のあった資

料をもとに調査を行いました。 

 市立三笠高校についての調査では、爽風寮の防火管理についてを調査しました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告とさせていただきますので、よろしくお願いしま

す。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、委員長報告に対する質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第１６号地域振興対

策特別委員会（報告）については、報告済みとします。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第７ 報告第１７号 三笠市重度心身障害者医療費条例 

            等の一部を改正する条例の専決処分について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の７ 報告第１７号三笠市重度心身障害者医療費条例等の一

部を改正する条例の専決処分についてを議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 報告第１７号三笠市重度心身障害者医療費条例等の一部を改正す

る条例の専決処分について報告申し上げます。 

 今回の専決処分は、健康保険法施行令の一部改正に伴い、北海道医療給付事業が改定さ

れたため、必要な措置を行ったものであります。 
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 改正の内容は、各受給者が一部負担すべき額について北海道の基準に基づき、それぞれ

引き上げるものであります。 

 本来であれば議会提案すべきところでありますが、８月１日から適用する必要があった

ため、その機会がないとの判断から、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成

２９年７月３１日に専決処分を行ったものであります。 

 以上、報告といたしますので、御承認くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、報告第１７号について質疑に入ります。質疑のある方

は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 これより、討論、採決に入ります。 

 報告第１７号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 報告第１７号について、承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 報告第１７号三笠市重度心身障害者医療費条例等の一部を改正する条例の専決処分につ

いては、承認することに決定しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第８ 報告第１８号 平成２８年度健全化判断比率及び 

            資金不足比率の報告について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の８ 報告第１８号平成２８年度健全化判断比率及び資金不

足比率の報告についてを議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 報告第１８号平成２８年度健全化判断比率及び資金不足比率につ

いて報告申し上げます。 

 今回の報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成２８年度決算

に係る健全化判断比率及び資金不足比率の結果を報告するものであります。 

 その算定結果につきましては、健全化判断比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字

比率は、黒字決算となったことから算出されず、一方、実質公債費比率は６.３％、将来

負担比率は５１.７％となったものであります。 



─ 8 ─ 

 資金不足比率についても、全ての公営企業会計で資金不足の発生がなかったため、算出

されないものであります。 

 いずれの指標も早期健全化基準、経営健全化基準には該当しない結果となっているもの

であります。 

 以上、報告申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） これより、報告第１８号について質疑に入ります。質疑のある方

は発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第１８号平成２８年

度健全化判断比率及び資金不足比率の報告については、報告済みとします。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第５６号から議案第６３号までについて 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の９ 議案第５６号から議案第６３号までについてを一括議

題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 議案第５６号三笠市市議会議員及び三笠市長選挙の選挙運動公費

負担の条例の一部を改正する条例の制定について、提案説明申し上げます。 

 今回の改正は、公職選挙法の一部改正により、市議会議員の選挙において選挙運動に使

用するビラの公費負担による頒布が可能となったことに伴い、必要な改正を行うものであ

ります。 

 改正の内容は、市議会議員選挙における選挙運動用のビラについても、市長選挙と同様

に公費負担とし、その範囲を定めるものであります。 

 施行期日は、平成３１年３月１日であります。 

 以上、提案説明といたしますので、御審議くださいますようよろしくお願いを申し上げ

ます。 

 続いて、議案第５７号北海道市町村職員退職手当組合の規約の変更に関する協議につい

て、提案説明申し上げます。 

 今回の提案は、江差町ほか２町学校給食組合及び西胆振消防組合の名称変更に伴い、北

海道市町村職員退職手当組合規約の一部変更が必要となることから、地域自治法第２８６

条第１項の規定により同組合を組織する市町村への協議があり、賛同すべきものと判断し

たため、同法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、提案説明といたしますので、御審議くださいますようよろしくお願い申し上げま

す。 
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 次に、議案第５８号平成２９年度三笠市一般会計補正予算（第２回）から議案第６３号

平成２９年度市立三笠総合病院事業会計補正予算（第１回）まで、一括して提案説明申し

上げます。 

 最初に、議案第５８号平成２９年度三笠市一般会計補正予算（第２回）についてであり

ますが、今回の補正は、既定予算額９０億２,４１９万３,０００円に２億２３０万３,０

００円を追加し、予算の総額を９２億２,６４９万６,０００円とするものであります。 

 まず、歳出でありますが、旧市役所分庁舎や老朽市営住宅の除却、高校生レストラン整

備事業及び国・道負担金等の精算還付に係るものなど、総務費から教育費まで５款におい

て必要な経費を措置するものであります。 

 一方、歳入でありますが、新たな事業に係る特定財源や国・道支出金の前年度精算交付

金のほか、前年度繰越金の一部を計上するものであります。 

 次に、議案第５９号平成２９年度三笠市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）に

ついてでありますが、今回の補正は、既定予算額１億８,７３６万８,０００円に変更はな

く、歳入について前年度繰越金の発生に伴い、この見合い分を一般会計繰入金から減額す

るものであります。 

 次に、議案第６０号平成２９年度三笠市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）につ

いてでありますが、今回の補正は、既定予算額１６億７,８００万４,０００円に１億４７

８万８,０００円を追加し、予算の総額を１７億８,２７９万２,０００円とするものであ

ります。 

 まず、歳出でありますが、前年度の事業確定に伴い、国庫負担金等に精算還付金が生じ

たための措置を行うほか、特定健診未受診者対策事業の補助採択に伴う措置及び歳入歳出

における剰余金を基金積立金に計上するものであります。 

 一方、歳入でありますが、歳出関連の国庫補助金を増額するほか、前年度国庫負担金等

の精算交付分及び前年度繰越金を計上するものであります。 

 次に、議案第６１号平成２９年度三笠市介護保険特別会計補正予算（第１回）について

でありますが、今回の補正は既定予算額１３億９,３６５万５,０００円に４,７６３万７,

０００円を追加し、予算の総額を１４億４,１２９万２,０００円とするものであります。 

 まず、歳出でありますが、前年度の事業確定に伴い、国庫負担金等に精算還付金が生じ

たための措置を行うほか、歳入歳出における剰余金を基金積立金に計上するものでありま

す。 

 一方、歳入でありますが、前年度の事業確定に伴う地域支援事業交付金の未交付分及び

前年度繰越金について計上するものであります。 

 次に、議案第６２号平成２９年度三笠市育英特別会計補正予算（第１回）についてであ

りますが、今回の補正は、既定予算額１７９万円に６万２,０００円を追加し、予算の総

額を１８５万２,０００円とするものであります。 

 補正の内容ですが、前年度繰越金の発生に伴い、歳出の基金積立金、歳入の繰越金をそ
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れぞれ増額するものであります。 

 最後に、議案第６３号平成２９年度市立三笠総合病院事業会計補正予算（第１回）につ

いてでありますが、今回の補正は、前年度決算において発生した剰余額に関して一般会計

繰入金を９,８００万円減額することにより、収益的収入総額を２０億３,１７３万３,０

００円とするものであります。 

 以上、議案第５８号から議案第６３号まで一括して提案説明といたしますので、御審議

くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） お諮りします。 

 議事の都合により、議案第５６号から議案第６３号までについての質疑を保留し、一般

質問終了後に行うことにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認め、そのように決定しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第１０ 議案第６６号 三笠市教育委員会委員の任命に 

             ついて 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の１０ 議案第６６号三笠市教育委員会委員の任命について

を議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 議案第６６号三笠市教育委員会委員の任命について、提案説明申

し上げます。 

 三笠市教育委員会委員渡辺恵子氏の平成２９年９月３０日付任期満了に伴い、その後任

者として、新たに黒田憲治氏を任命するため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 同氏の略歴につきましては、記載のとおりであり、三笠市教育委員会委員として適任と

考えますので、御同意くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 本案について、質疑、討論を省略したいと思います。御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認め、質疑、討論を省略することに決定しました。 

 続いてお諮りします。 

 議案第６６号三笠市教育委員会委員の任命については、同意することに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第６６号三笠市教育委員会委員の任命については、同意することに決定しました。 

 この際、しばらく会議を休憩します。 

休憩 午前１０時５３分   

再開 午前１０時５５分   

◎議長（谷津邦夫氏） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第１１ 認定第１号から認定第８号まで、議案第６４号 

             及び議案第６５号について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の１１ 認定第１号から認定第８号まで、議案第６４号及び

議案第６５号までについてを一括議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。市長。 

（市長西城賢策氏 登壇） 

◎市長（西城賢策氏） 認定第１号平成２８年度三笠市一般会計決算の認定から認定第８

号平成２８年度市立三笠総合病院事業会計決算の認定まで、一括して御説明申し上げま

す。 

 最初に、認定第１号平成２８年度三笠市一般会計決算の認定についてでありますが、平

成２８年度の予算編成に当たっては、国などの動きを注視しながら、どのような状況にも

対応できる健全な財政構造を維持するため、将来負担を意識した財政運営を進める一方

で、子供支援、高齢者対策、産業活性化対策などの事業を推進し、元気のある地域社会づ

くりのステップアップを目標に予算編成を行ったものであります。 

 予算の執行に当たっては、節減や合理化を図りながら、効率的な執行を目指すととも

に、予算審議の経緯や目的などをしっかりと認識し、早期に効果を上げるよう予算執行を

行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１００億３,１１７万９,９２９円、歳出決算額が９８億

７,６９９万４,６８４円であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は１億５,４１８万５,２４５円となり、そのうち、平成

２８年度は、継続費逓次繰り越しの発生により１１万９,０００円が、また、繰越明許費

の発生により３３１万７,２９９円が、これに必要な財源として繰り越され、翌年度に繰

り越される実質額は１億５,０７４万８,９４６円となるものであります。 

 なお、平成２８年度一般会計事業等の執行状況は、主要施策の成果、決算事項別明細書

に示すとおりであります。 

 次に、認定第２号平成２８年度三笠市後期高齢者医療特別会計決算の認定についてであ

りますが、平成２８年度予算は、後期高齢者医療制度に係る本市の財政運営が適切に執行
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されるよう予算編成を行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１億８,４９３万４,４３６円、歳出決算額が１億８,３９

６万４,７５９円であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は９６万９,６７７円となり、この全額を翌年度に繰り

越しますが、全額、一般会計繰入金精算金で、翌年度に精算するものであります。 

 次に、認定第３号平成２８年度三笠市国民健康保険特別会計決算の認定についてであり

ますが、平成２８年度予算は、国民健康保険財政が健全に運営できるよう、予算編成を

行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１７億８,１２８万７,４２６円、歳出決算額が１６億８,

３９８万６,０７２円であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は９,７３０万１,３５４円となり、この全額を翌年度に

繰り越し、補助金等の精算還付整理後の残額については、国民健康保険基金に積み立てす

るものであります。 

 次に、認定第４号平成２８年度三笠市介護保険特別会計決算の認定についてであります

が、平成２８年度予算は、介護保険の保険給付が適切に実施できるよう、第６期介護保険

事業計画における施策及び費用の推計をもとに予算編成を行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１３億４,８８０万５,８０５円、歳出決算額が１３億１３

６万７,７９２円であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き残額は４,７４３万８,０１３円となり、この全額を翌年度

に繰り越すものであります。 

 次に、認定第５号平成２８年度三笠市育英特別会計決算の認定についてでありますが、

奨学資金の貸し付けが終了していることから、貸付返還金など全ての収入を育英基金に積

み立てるため、予算編成を行ったものであります。 

 決算の状況は、歳入決算額が１９３万３,１６４円、歳出決算額が１８７万１,６６４円

であります。 

 この結果、歳入歳出差し引き額は６万１,５００円となり、この全額を翌年度へ繰り越

すものであります。 

 次に、認定第６号平成２８年度三笠市水道事業会計決算の認定についてでありますが、

平成２８年度予算は、市民に安定した水道水の供給を行うことを使命として、施設の計画

的な整備を行うとともに、公営企業の独立採算制の原則に立ち、経費節減等の効率的な執

行に努めたところであります。 

 決算の状況は、まず収益的収支でありますが、収入については決算額が２億８,１６７

万７,５２１円、支出については決算額が２億７,９２６万２,２８５円となり、収入支出

差し引き額は２４１万５,２３６円でありますが、消費税及び地方消費税を除く差し引き

額は７５４万２,５８０円の純損失となったものであります。 

 次に、資本的収支でありますが、配水管の改良及び量水器の取りかえ等について予定ど
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おり執行したところであります。 

 収入では決算額が１億２,５７５万８,０００円、支出では決算額が２億９,８９５万３,

６７４円となり、差し引き１億７,３１９万５,６７４円の不足額となったものでありま

す。この不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額などをもって補填し

たものであります。 

 次に、認定第７号平成２８年度三笠市下水道事業会計決算の認定についてであります

が、平成２８年度予算は、浸水対策を目的とした雨水管整備を実施する一方、公営企業の

独立採算制の原則に立ち、経費節減等の効率的な執行に努めたところであります。 

 決算の状況は、まず、収益的収支でありますが、収入については決算額が５億８,１６

４万６０９円、支出については決算額が５億４,８６４万１,４９１円となり、当年度純利

益は３,２９９万９,１１８円となったものであります。 

 次に、資本的収支でありますが、雨水管の整備と三笠浄化センター等の機器更新につい

て予定どおり執行したところであります。 

 収入については決算額が２億５,９７２万５,０００円、支出については決算額が５億６

４０万９６６円となり、差し引き２億４,６６７万５,９６６円の不足額となったものであ

ります。この不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額などをもって補

填したものであります。 

 最後に、認定第８号平成２８年度市立三笠総合病院事業会計決算の認定についてであり

ますが、平成２８年度の病院事業は、本市における高齢化の実態に対応するため、訪問看

護事業や回復期リハビリテーション病棟における医療サービスの充実に取り組みました。 

 決算の状況は、まず収益的収支でありますが、収入については、資金不足額の発生を回

避するため、一般会計からの経営対策補助金５億１,３００万円を受け、決算額が２２億

５,８７５万３,３０５円、支出については決算額が１９億５,８２７万６,７５４円とな

り、当年度純利益は３億４７万６,５５１円となったものであります。 

 次に、資本的収支でありますが、医療用機械器具の整備などの事業を行った結果、収入

については決算額が２億５,６８９万５,０００円、支出については決算額が３億５,１０

６万９,８５７円となり、不足額は９,４１７万４,８５７円となったものであります。こ

の不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額などをもって補填したもの

であります。 

 なお、一般会計繰入金の総額は９億６,０５６万８,０００円となりましたが、資金剰余

金のうち９,８００万円を翌年度に精算するものであります。 

 以上、認定第１号から認定第８号まで一括して御説明申し上げ、別冊の各会計決算書と

監査委員の意見書を付して提出いたしますので、認定くださいますようよろしくお願いを

申し上げます。 

 続きまして、議案第６４号平成２８年度三笠市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及

び議案第６５号平成２８年度三笠市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、一
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括して提案説明申し上げます。 

 本件については、水道事業会計において１,４８９万１,２９０円の未処分利益剰余金が

生じたことから、その一部である１１２万１,６９４円を処分し、また、下水道事業会計

においても１億４０７万５,０２０円の未処分利益剰余金が生じ、その一部である４８４

万４,８６４円を処分し、自己資本金に組み入れるため、地方公営企業法第３２条第２項

の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、議案第６４号及び議案第６５号について一括して提案説明といたしますので、御

審議くださいますようよろしくお願いを申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） お諮りします。 

 議事の都合により、認定第１号から認定第８号まで、議案第６４号及び議案第６５号に

ついての質疑を保留し、一般質問終了後に行うことにしたいと思います。御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認め、そのように決定しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 一 般 質 問 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 日程の１２ 一般質問を行います。 

 一般質問については、澤田議員ほか５名からの通告がありますので、通告順に従い、順

次質問を許可します。 

 ６番澤田議員、登壇願います。 

（６番澤田益治氏 登壇） 

◎６番（澤田益治氏） 平成２９年第３回定例会において、通告順に従いまして御質問い

たしますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 今年度は、道の駅のリニューアルオープンと民間で建設したＨＯＴＥＬ ＴＡＩＫＯ

と、新しい風を感じております。週末などは駐車場が満車に近い状態になり、たくさんの

人たちが道の駅を利用していただける現状にあります。また、ＨＯＴＥＬ ＴＡＩＫＯが

できたことにより、お盆の中央公園で行われた北海盆おどりには今までにない人が集ま

り、私も農業団体として１４日には出店をさせていただきましたが、そんな中、お客様の

中に何組かの外国の方が来ており、今までにはなかった光景と思っております。だんだん

形になってきているのかなというふうに感じております。 

 そんな中、私の美唄にある農地に行く途中、よく道の駅の前を通って気づくことがあり

ます。そこで、道の駅周辺の環境整備について御質問させていただきます。 

 一つ目は、旧市民農園の管理状況です。現在全く利用されておらず、草は伸び放題の状

況です。今後の利用計画はあるのかお聞かせ願いたい。 

 また、サンファームの裏手、東側についても草は伸び放題、お客を招き入れる大切な西
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の玄関口としては余りにも見苦しい状態になっており、とても残念に思います。 

 二つ目は、岡山の駐在所の交差点からイオンに向かう道道３０号線の状況ですが、交差

点からイオンに向かう２００メートルのところに１本明かりがあるだけで、そこからイオ

ンに行くまでの街灯がない状況です。そんな暗い中を駐車場のバス停からイオンに歩いて

働きに行く方をよく見かけます。 

 そこで、街灯の現状と今後の対応についてお聞かせ願います。 

 また、歩道はあるが、草は生え放題、側溝の草も生え放題、ポイ捨てのごみが散乱し

て、景観としても非常に悪い状況ですので、あわせて答弁願います。 

 続いて、防災についてお聞きします。 

 ８月２７日に三笠小学校を会場として、多くの関係機関の協力のもと、多数の市民参加

も得て、和やかな中にも盛大に行われ、参加された市民の関係者には感謝をいたします。 

 そこで、もっとよい防災になったらと思い、何点か気になったことを質問させていただ

きます。 

 一つ目は、体育館での集合していただいた方々に、有事の際にけがをしたときに役に立

つ三角巾の使い方の説明ですが、６５歳以上の人が４６％も超えるまちで参加者を立たせ

たままでの説明より、座らせて説明を受けたほうが聞きやすく見やすいのではないかと思

います。 

 また、体育館から外に出てレスキューの実演を見ていたときに感じたことですが、隊員

に向かってハンドマイクで指示をしていたが、聞く側の市民にはよく聞こえず困惑状態な

ので、もっと近くで市民のそばで細かく説明をしたほうがよいのではないかと思います。 

 また、車を使ったレスキューのことですが、隊員は一生懸命やられていることはわかり

ますが、背を向けての作業をしているため、市民側からは何をしているかわからず、ハン

ドマイクでの説明もとても聞きづらい状況にあり、あっという間に終わった感じでした。 

 今後、レスキューの大切さ、難しさを市民の方々により感じていただく工夫をしていた

だきたく思います。 

 最後に、８月２８日、北朝鮮のミサイルが北海道の上空を横断したことは許されること

ではありませんが、自分の身を守るためにはテレビなどでは頑丈な建物の中か地下に入っ

て身を守ると宣伝しておりますが、本市ではそのような場所があるのか、また、核兵器を

想定しての避難訓練をする予定があるのかをお聞きします。 

 以上、登壇での御質問を終わりますので、よろしく御答弁のほどお願いします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） それでは、私のほうから、道の駅サンファーム三笠の市

民農園付近の管理状況について御答弁申し上げます。 

 道の駅サンファーム三笠の管理につきましては、施設全体で草刈りを年４回、ごみ拾い

につきましては１日３回、多いときには４回行っている状況でございます。ファームセン

ター裏手の旧市民農園の部分につきましては、一昨年までは背の低いヒマワリ等もちょっ
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と植えてはいたのですが、そういう時期もありましたが、現在は未利用地で草刈りは行っ

ておりませんでした。しかし、御指摘のとおり、非常に見苦しい点が見受けられますの

で、今後、状況を小まめに確認した上で、適切な維持管理に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 そのためには、まず直営で行っている草刈りのほか、草刈り業務委託の検討や、あと道

道、市道にも隣接しておりますので、私どもの道路パトロールもそこに巡回に加える、頻

繁に行くなどして、システムをつくり上げたいというふうに考えているところでございま

す。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） もう一点、市民農園付近管理状況の中で、今後の活用と

いうようなことも御質問かと思います。 

 未利用となっております市民農園の土地の活用、これについては農林所管とも協議を進

めてございます。４月に食の蔵が議員おっしゃるとおり増設され、今後、集客の状況なん

かは検証しなければならないということでは考えております。今後の活用につきまして、

道の駅のさらなる機能の充実も一つの考えかなと思います。 

 また、食のまちづくりによる一環といたしまして、西の玄関口、そういうことになりま

すので、食街道づくりにも必要な場所かなと、そういった意味では、飲食店舗の誘致、そ

れから食に絡んだ集客につながるような施設の可能性、この辺なんかは模索していきたい

と考えてございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） 次に、道の駅三笠周辺の街灯の整備状況について御答弁

いたします。 

 まず、街灯の整備状況についてですが、道道三笠栗沢線沿いにある街灯は約１,５００

メーターの区間に道路照明が１０灯あります。西側の国道１２号からイオン裏付近までの

約４００メーター、それと東側の道道岩見沢三笠線との交差点付近の約３００メーターは

まだ比較的明るい状況にはございますが、その間の残りの約７００メーターぐらいの区間

については、中間に街灯が１カ所のため、とても暗い状況になっているということです。 

 道道の道路照明といたしましては、道路事業設計要領という基準がございまして、それ

にのっとり必要な箇所に設置されているわけでございますが、要領では防犯対策としての

防犯上必要な箇所は除くとされており、本来は通常でありますと、町内会ですとか、施設

管理者等が防犯灯を設置することになろうかと思います。 

 本件の場合は沿道に一般住宅等もございませんで、工業団地、片側はかんがい溝という

状況で、歩行者の方には工業団地の縦の路線が、あの中には防犯灯が７基、照明灯９基と

１６基ぐらいが設置されております。工業団地内の歩道をぜひ利用していただきたいと考

えていますし、道路管理者である北海道にも、やはりそういうものも設置に向けて相談は
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してまいりたいと考えております。 

 それと、道路脇の雑草の件ですが、私どもも折に触れて道路管理者には雑草の草刈りは

要請しているところでございます。ところが、雑草が伸びたことによって、ごみの投棄と

かもありますので、そこら辺は強く道路管理者に対しては要請してまいりたいと考えてい

るところです。 

◎議長（谷津邦夫氏） 消防長。 

◎消防長（辻道元信氏） 私のほうから、まず第１点目、三笠市防災訓練の反省事項とい

うことでお話しさせていただきたいというふうに思っています。 

 今、防災訓練が終わりまして、各方面から反省事項ということで御意見を頂戴している

のですけれども、率直に私どもいろんな部分において至らない点があったということで反

省しておりまして、これを踏まえて次の訓練を実施してまいりたいというふうに思ってい

るところでございます。 

 第１点目の御指摘の体育館で行いました救急手当ての関係なのですけれども、やはり議

員おっしゃるとおり、高齢者が非常に多くてということは、そのとおりだと思います。私

ども、椅子も用意しないで３０分ほど訓練していただいたということを率直に反省しまし

て、次回訓練については、そのようなことのないよう、椅子を用意して配慮したいという

ふうに考えているところでございます。 

 続きまして、訓練の関係の御指摘でございます。 

 職員が閉じ込められたということで訓練をさせていただいたのですけれども、冒頭の部

分は女性消防団に解説をさせていただいたのですけれども、やはり各方面から、議員おっ

しゃるとおりわかりにくい、背を向けていた部分ということで、ちょうど隠れた部分で、

私も見て、私ども訓練を皆さんに見ていただいて消防の活動をＰＲする場でありながら、

この辺が欠けていたということで非常に反省しておりまして、やはり解説の重要性という

ことと、見てもらう重要性というところ、皆さんによくわかるような訓練にしたいという

ふうに率直に反省しているところでございます。 

 続きまして、北朝鮮のミサイルの関係でございます。 

 全国瞬時警報システム（Ｊアラート）、愛の鐘の放送で頑丈な建物に避難ということ

で、具体的な想定としましては、頑丈な建物の定義としましては鉄筋コンクリートづくり

でございます。 

 三笠市については、鉄筋コンクリートといいますと市営住宅が該当します。市営住宅の

４２カ所、市民センター、多目的センター、学校もそういうところでございます。それ

と、庁舎等ということで、例えば市役所、消防、警察等、スポーツセンター、老人福祉セ

ンター等々のそういった部分で２６カ所が該当になるということで、公共施設については

８２カ所が該当するというふうに考えています。また、民間施設にも、病院、ＨＯＴＥＬ 

ＴＡＩＫＯ等を含めて７カ所がコンクリートでつくられているものですから、こちらが該

当するというふうに考えているところでございます。 
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 続きまして、弾道ミサイルの訓練でございます。 

 こちらの訓練でございますけれども、三笠市国民保護計画に基づく訓練でございます。

具体的には武力攻撃事態等の訓練ということで規定しております。この訓練は非常に複雑

なものですから、三笠市と国・内閣官房と北海道危機対策課と協働して実施するようにと

いうような規定になっておりまして、私どもも内閣官房、また、北海道に問い合わせたの

ですけれども、内閣官房としての見解は、ことしに入ってから全国で１６カ所実施したと

いう回答でございます。それで、北海道危機対策課の関係は９月１日に岩見沢市と滝川市

でそれぞれ開催したということで、今後、三笠市さんの訓練の要望も十分取り入れた中で

相互に連携しましょうということで御回答いただいているところでございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎６番（澤田益治氏） どうもありがとうございました。 

 一つずつお聞きをしたいと思いますけれども、まず道の駅の関係。 

 ことし、道の駅がリニューアルオープンして、そしてホテルが建ったと。非常に客層が

ふえて、駐車場が満杯になって非常にうれしいことなのですけれども、その反面、やっぱ

り表はよく見えるけれども、裏へ回ってみるともう草だらけと。特に、ことしは草の伸び

が非常に早くて、先ほど部長が言われたように、計画で立てている草刈りというのは、私

も農家をしているからわかるのですけれども、やっぱり計画どおりにはいかないのですよ

ね。やっぱり生えたら刈ると。回数は関係なく、市長がよく言っているように西の玄関口

でお客さんを招くという場所ですから、やっぱりその辺は注意をして、金ということに

ちょっと糸目をつけないで、そこら辺はきれいにしてほしいなと。 

 それと、やっぱりサンファーム三笠自体がもう古くなっていますから、その裏手の草も

全然まだ手をつけて刈っていない状況ですから、あれももう少し整備をして、芝生をまき

直すとかなんとかしたら、もっと見やすくなるのではないかなと。せっかくパークゴルフ

場があってグリーンがきれいなのに、ホテルの周りを見渡すと、手のつけていない草だら

けという点では非常に見苦しいというふうに思います。今回は指摘ではなくて、そういう

ふうに感じたから、ぜひよくしてほしいなということで思っていますし、また、もう一つ

は、イオンの周辺整備の、さっき話しました３０号線、非常に、あれは道の管理なのです

ね。だから、三笠市に言っても仕方ないことですけれども、あれも三笠市の中を走ってい

る道路として三笠市のものという感覚でいてほしいなと思っております。 

 それで、特に道路側溝からはもう草が生え放題で歩道にもかぶってきていると。それ

で、歩道の草も生えていますから、ほとんど歩道の真ん中しか歩けない状況なのですね。

車道からは見えないものですから、そこにぽんぽんぽんぽんごみを捨てるという点で、非

常に三笠市内の中で一番汚い道路ではないかなというふうに思うのです。だから、そこに

外国の方を招いて、そこからまた市内に来てくださいというのにしても、ちょっと見苦し

過ぎるのではないかなというふうに思っています。 
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 それと、先ほども登壇で話しましたけれども、やっぱりホテルが建ったことによって外

国のお客さんが何組か泊まられて、それで盆踊りに参加されていると。ああいう光景を見

ると、やっぱりやってきたことがすごいだんだんと形になってきているなというふうに思

うのですけれども、そこら辺でもやっぱりそういう考えの中で最大限努力してほしいな

と。 

 それと、やっぱり道道のイオンまで行く間に、３００メートルほど明かりがないという

ことで、それで、いずれにしても人通りの少ないところですから、工業団地の真ん中に抜

ける道路ありますよ。あるけれども、あそこをわざわざ通って道道に出て、バス停のある

ところまで行くという方は、それこそ逆に危険でないかと。だから、車がぼんぼん走って

いる道を歩くほうがまだ安全でないかと。人通りのないところを明かりがあっても、そこ

を歩いていけというのは、ちょっと無理があるのではないかと。何としてもやっぱり街灯

はつけて、時間がかかろうと街灯はつけてほしいなというふうに思っております。その

点。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） ありがとうございます。 

 先ほど私、草刈りを年に４回と言っていますけれども、今後も確かに観光客ですとか、

入り込みがかなり多くなっておりますので、そこら辺は適宜伸びたら刈るというような形

は今後とっていきたいと思います。先ほども草刈りの委託とも申し上げましたけれども、

それも検討してまいりたいと思っております。 

 それと、今の未利用地について、やはり放置していればただただ草が生えるという状況

になりますので、予算の範囲内といいますか、できることを少しずつでもやっていきたい

なというふうには考えているところです。 

 それと、排水の雑草ですとか、そういうものも折に触れて道に要請はしておりました。

やはり雑草がふえると目立たなくなり、ごみが隠れて、逆にそれを呼び込むということも

ございますので、やはりきれいな草刈りが行われれば、ごみも投げられないだろうと考え

ておりますので、そこら辺も強力に要請してまいります。 

 照明灯につきましても、確かにちょっと事情で三栗線を歩く場合と工業団地を歩く場合

をスケールではかってみましたら、確かにちょうど岡山の団地の前ぐらいから岩三線まで

の距離でいきますと、やはり三栗線を歩くほうが１５０メーターぐらい近道だということ

がわかりました。やはり少しでも近い道を歩きたいという人の気持ちもわかりますので、

そこら辺はしっかり道道なものですから、理解を得られるようにしつこく要請してまいり

たいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎６番（澤田益治氏） そんなことで、よろしくお願いしたいと思います。 

 もう一点ちょっと、環境整備ということで言い忘れましたけれども、春になると融雪水

が、イオン側のお店側の排水は全然水が流れないのです。春はもうため池のようになっ
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て、ややしばらく６月後半、７月の頭ぐらいまで水があるような状態、あそこにもちゃん

とイオンがつくるときに土管を入れたり道路側溝を整備しているのですけれども、それが

流末がどうなっているのか、そこら辺も１回整備をしないと、しけるから余計草が生える

と。そんな状況ですから、そこら辺も道路の草刈りとあわせて道にちょっと要請をしてほ

しいと思うのですね。そうしないと、なかなかきれいにはならないと思うのですね。そん

なことでお願いします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） イオンの横の道路排水の水たまりについては、春先に滞

水していると。また、通常でも長雨ですとか続くと滞水している状況を確認いたしており

ます。それにつきまして、何とか解消してほしいと北海道にも言ってきておりまして、ま

ず現地を確認していただいて、見た目だけではちょっと原因がわからないということで、

詳しい調査を行うという返事はいただいております。私どもとしても早く結論を出してい

ただき、なお一層急いで対処を図るように要請してまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎６番（澤田益治氏） 道の駅周辺のことについては今言ったように、よろしくお願いし

たいと思います。 

 続きまして、防災訓練ですけれども、先ほども言いましたように、別に指摘ではなく

て、参加をさせていただいたときに、非常にそういうことを感じたので、今回質問させて

いただきました。 

 特に私も、立場的には議員という立場だったのかな、農業団体の立場だったのかな、上

のほうに座らせてもらって、椅子、市長もおりましたけれども、片や長いこと立たせてい

るのを申しわけないなと思ってずっと見ていたのですね。それで、その中で三角巾の説明

なんかされているときに、やっぱり立っているものですから、説明しているのが見えない

のですね。そこで、立ちながら防災の三角巾を使ってやってみろという説明をしていまし

たけれども、なかなかそれも見ていたらうまくいかないという点で言えば、やっぱり防災

という関係で言えば、もうちょっと配慮をしたほうがいいのではないかなというふうに

思っておりました。 

 それと、先ほども言いましたように、体育館から出て屋外でもって、女性の消防団員と

いうのですか、お願いをしてプラカードを持って案内をして回るのですけれども、なかな

か声が通っていなくて聞きづらいという点で、ついてくるお年寄りがなかなか何を言って

いるのかわからんと、どこへ行ったらいいのだとかいう話をちょこちょこ耳にしましたも

のですから、今後はそういうふうな形でちゃんとしたほうがいいのではないかと。 

 最終的には、車のレスキュー、車１台を潰してやるのですから、そこはわくわくして見

るのですけれども、終始背中を向けてやっているものですから、恐らく高い機械を買って

カッターとかそういうのを事前で見せるつもりなのですけれども、やっぱり見たほうは納
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得するのですけれども、何をやっているかわからないと。こう体をひねって、首をひねっ

て見ようとするのですけれども、見えないということですから、やっぱりあそこら辺も隊

員の皆さんがちょっと車を斜めに置いて見えるようにするとか、ハンドマイクを持ってい

る方が非常にそういう点で言えば、事細かく今こういう作業をしているのですよとかとい

うふうな説明をしたほうが私はいいと思うのですけれども、いかがですか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 消防長。 

◎消防長（辻道元信氏） 今、議員がおっしゃるとおり、私ども事前計画で消防内部とし

ては完璧を目指して、いろいろ準備の段階でもこういうことで打ち合わせはしているので

すけれども、やはり実際にやると反省点がたくさん出てきまして、今回、応急手当のとき

は御老人というか、高齢者を立たせてしまったり、指導に当たる者が前に出て指導したも

のですから、見えにくかったというところは私どもも率直に反省しているところでござい

ます。 

 また、議員おっしゃったとおり、体育館を出て、いろんな自衛隊のブースとか、降雨体

験車とか、防災用品等々を女性消防団が説明するという役割で、これも事前に訓練はした

のですけれども、反省としては女性消防団もなかなか初めての経験で住民の方に圧倒され

たとか、そういうところで、なかなかうまく住民の方に説明できなかったというふうに消

防団員の方もおっしゃっていたものですから、これ本当は例えば今回はハンドマイクを

使ったのですけれども、会場内に大きなマイクを使ってやったらどうか等々も今の率直に

会場内での説明というところで検討して、次回訓練にはそのようなことのないようにとい

うふうに考えています。 

 また、消防のレスキューの関係でございます。本当、議員おっしゃるとおり、私どもな

かなかああいった廃車の車を使って市民に見ていただくということは防災訓練しか実際な

くて、やはり消防の活動では、たくさんああいった現場、人命救助に当たっているという

姿を住民の方に知っていただきたいということで今回取り入れてやったのですけれども、

やはりせっかくやっているのに、見えづらい等々がありまして、これは市民の皆様等々に

見ていただきたいと言いながら、反面あのように見づらかったというところ、大きく反省

しているところでございます。 

 また、説明も女性消防団員が説明ということなのですけれども、やはりこれは私ども消

防職員がわかりやすく説明すればよかったというところで、今、内部的に反省しまして、

次回、訓練を実施する場合、わかりやすく工夫をしてまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎６番（澤田益治氏） 指摘でなくて、そういうふうに感じたということで、おまえがで

きるかといえば私もできないと思います。 

 そんな中で、毎回あのような大勢の方に協力をいただいてやるわけですから、少しでも

やっぱりそういうふうな見せ方だとか、説明の仕方、聞きやすさをアピールすれば、まだ
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成果があるのではないかと思っております。 

 防災訓練の関係については、その次の日の朝、Ｊアラートが鳴って、ミサイルが飛んで

きたと、どこか逃げろという話でしたけれども、何のこっちゃというふうに思っていまし

たけれども、起きてテレビをつけますと、北朝鮮がミサイルを飛ばして、ちょっと三笠の

上は飛ばなかったようですけれども、襟裳沖のほうに着弾したと。とうとうやったかなと

いうふうな思いがありまして、非常に許されることではありません。ただ、これは本当国

の、国と国との交渉のことですから、ここでは、三笠の議会の中ではそこまでは言いませ

んけれども、ただ、いずれにしても三笠の立場というか、置かれている状況、特に岩見沢

の駐屯地があって、富良野には自衛隊の弾薬庫があります。何でかというと、私、行って

掘った経験があるから、これ言うと守秘義務になるから言えませんけれども、そういうも

のがあるのです。だから、もし敵が狙うとすれば、本当に戦争を仕掛けるとすれば、やっ

ぱり三笠の上空を飛ぶことになるだろうと。そういう非常に危険だという点でいけば、

やっぱり今の防災でも、ただのミサイルでなくて核を想定しているわけですから、だか

ら、先ほども言いましたけれども、三笠市においては核を想定したもので核を防げるもの

はあるのですか、そういう点では。 

◎議長（谷津邦夫氏） 消防長。 

◎消防長（辻道元信氏） 私ども、そういった情報というのはインターネットとかそうい

うところで調べるだけで、なかなか詳しいことがわからなものですから、先ほど申し上げ

た内閣官房と北海道の危機対策課に、核が例えば着弾したらどういうような被害か、また

は政府内でそういうふうなシミュレーション、想定をやられているかどうかということ、

情報をいただくために電話をさせていただいていたのですけれども、二つとも、国のほう

はいろんな核があるものですから一概に答えられないという回答で、北海道のほうは、検

討といいますか、お話しするという段階にはないということで言われまして、それで私ど

も、陸上自衛隊の岩見沢駐屯地のほうにも照会しまして、自衛隊のほうでもそのようなこ

とでのシミュレーション、検討されているかどうかということでお電話して、およそ２時

間たって回答をいただいたのですけれども、お答えできませんという回答でございまし

た。そういうこともありまして、なかなか被害想定というところでは、私ども一自治体で

は難しいのかなというふうに感じているところでございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 澤田議員。 

◎６番（澤田益治氏） 当然わかった質問なのですけれども、誰も核を想定してなんて、

今、北朝鮮がさんざん核を進化させようとして何回も実験をやっていますけれども、です

けれども、それがそもそも許されることではないですね。ただ、そういう状況に追い込ま

れているということも事実だというふうに思っています。 

 ただ、新聞報道では、きょうの新聞でも、国連が安保理が全会一致で採択したと言いま

すけれども、ただ、それでも世界の中で北朝鮮と国交を結んでいない断絶している国とい



─ 23 ─ 

うのは３５カ国、逆に言えば、北朝鮮とまだ国交を結んでいる国がたしか１６５カ国ぐら

いあるのですね。ですから、本当に安保理でそうやって決議しても、それが実際に守られ

るかといったら、彼らはまた網の目をくぐったり、やっぱりいろんなところから物を仕入

れたりなんだりしていくのですね。ですから、私は今、一番心配なのが、余りにも安倍さ

んが、トランプさんがああいう方ですから、トランプさんのところへ行って泣きついて、

おい、何とかせい、何とかせいと。おまえが頑張れよというふうな発言というのは、私か

ら見ると、何かトランプさんに、言葉ですよ、トランプさんに、おまえちょっとやってく

れと、その後、集団的自衛権でも発動してアメリカをあと守ってやるからというようなこ

とを思っているのかなというふうに思ってしまうのです。言ってはいませんよ。言っては

いませんけれども、ただ、そういう状況であると。だから、余り追い込むのもよくないの

かなと。だから、最終的には、やっぱりスイスあたりがよく、この間もラジオで言ってい

ましたけれども、仲介に入って話し合いの場を設けるような話をしていますけれども、も

う相手も双方怒っているから、なかなか話がおさまらない状況ですから、私は非常に危険

だなというふうに思っています。 

 最後になりますけれども、そんな中で、いずれにしても日本というのは、戦後７０年た

ちまして、外国の方は一人も戦争では殺してはおりません。ただ、日本が唯一の同盟国と

している国が７０年間、戦争を続けています。いまだに続けている。かつては核兵器を

持っているのではないかという疑いをかけて、ミサイル攻撃して１国を潰してしまった

と。大統領まで殺してしまったと。その後調べたらなかったということで、それが本当に

正しいことなのかどうなのかということも私は疑問にも思いますから、だから今の段階で

言えば、北朝鮮の方々が要するにアメリカが憎しという思いというのは少しはわかるけれ

ども、やっぱりやっていることはおかしいと。それは話し合いで済ませるようにしてほし

いなというふうなのは私の思いです。 

 以上、今回は最後の話が重くなりましたから、これ以上の発言はしませんけれども、い

ずれにしても、そういう状況になると、防災の関係で言えば、戦争になったら本当に三笠

市でどこにいても、やっぱり逃げても助からないと。だから、何としても戦争は避けても

らわなければならないと、そういうのが私の思いです。 

 以上で、質問を終わります。 

◎議長（谷津邦夫氏） 市長。 

◎市長（西城賢策氏） 御質問ありがとうございます。 

 私のほうから、若干だけお話を申し上げさせていただきます。 

 まず、先ほどありました三栗線の街灯の件ですが、これは先ほど部長も言いましたよう

に、基本的に道のほうの設置基準には、ああいう区間を、大きな交差点でもない限りなか

なかつけないというのが道の基準であります。ですから、部長からはあと申し上げようが

ないので、道に強く要請しますというふうに言ってくれているのですけれども、事実やっ

てくれると思いますけれども、なかなか難しさありますね。だから、本当にそのルート
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で、確かに短いのでしょうけれども、本当にそれがいいのかどうか、あの道路はかなりの

交通量もありますし、もう少しその辺検討してみたほうがいいなということで部長にも話

してありますので、そんな点でおわかりいただければと思いますし、それから排水に水が

たまるというのは、道はなかなか動かないと。ことしの春先に見ているのですよ、道も。

動かないというのは、あそこは非常に排水の状況が悪いのですよ。つまり勾配がないので

す。一号川に持っていくにしても、それなりの距離を稼いで持っていっても、なかなか一

号川に落とせないと。そうすると、国道の排水に入れようかとするのですが、これも高さ

が高くてうまく乗らないのですよ。だから、国道の工事をやるときも、大分いろいろ僕ら

もかかわっているのですけれども、現実問題、非常に難しさがあるので、道も悩んでいる

のだと思います。それにしても、何らかのことを考えなければなりませんから、その辺に

ついてはこれからも道に要請しながら、また、うちも知恵を絞って対策をしてまいりたい

と思います。 

 それから、防災訓練のことがありました。率直なことを言って、私もあれが終わりまし

てから、消防を呼んで、何をやっているのだと。消防に申しわけないけれども、消防さん

は一生懸命考えて訓練の中身をつくってくれた。ただ、やっぱり臨場感がないのです。先

ほど議員言われたとおりなのです。やっぱり来られている方々に、ただ置いてあるものを

見て帰れというのはちょっと酷ですね、時間が長いですから。だから、本当のことを言っ

て、私は、例えば自衛隊が橋をかけられる設備を持ってきているのなら、どこかにかけた

らどうだったの、本当にあそこの場所が本当によかったのかということも申し上げたり、

それからやっぱり特にテレビで実況中継するみたいに、もう常時今やっている内容を皆さ

んに御説明申し上げて、そういう言い方は失礼かもしれないけれども、皆さんが飽きない

ように、やっぱり本当に身に感じて、本当に災害、こういうのがあったら大変だなという

ふうに感じてもらえるような内容にちょっとつくりかえてくれと。実はこれは、もう私、

２年か３年、消防のほうに申し上げているのですが、消防さんもやっぱりつくるときには

完璧なものを一生懸命つくろうとして、やはり脇のことがなかなか頭に回らないというと

ころもあるのだろうと思います。これは、今後、私どももしっかりかかわりながら、また

訓練内容を精査してまいりたいと思いますので、今回のことについてはその範囲で御理解

いただければと思います。 

 あと、北朝鮮の件です。あの日、私もちょっとびっくりしました。防災訓練の次の日で

すから、本当に、えっという感じだったのですけれども、核の問題は議員が言われたとお

りだと思いますし、何といっても、核を持っている国が核を持つなと小さな国に言ってい

るわけですね。だからといって、核が世界的になくなっていっているかというと、なかな

かそれが潤沢に進まないということで、地球を何十回か破壊するだけの核が今世界にあ

る。それがほとんど大国が持っているということ。その大国が、持っている人たちが、小

さい国に持ったらだめだ、持ったらだめだと言っている。非常に何か私も複雑で疑問を感

じるのですけれども、そうでありながら、何らかの対策を行政の長としてはしなければな
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らないということです。 

 それで、今回きちっと、以前ちょっと違っていたのですけれども、今回調べさせます

と、仮に北海道が狙われるとした場合に、北海道に核を落とした場合にどこに落とすだろ

うか、こんな議論したのです。同じように、議員が言われたとおりに、私も岩見沢に駐屯

地あるぞとか富良野にも自衛隊あるぞとかと、いろいろ話したのですけれども、やはり本

当にまず狙うとすれば札幌で、あそこは師団もありますし、そういう状況だろうと思うの

ですね、人口も非常に多いと。仮に札幌のど真ん中に落ちたら、どこまで影響あるだろう

なということで話したのですけれども、いわゆる放射能の影響というのは完全に三笠に来

ます。もう１週間、２週間のうちに三笠の人口の半分くらいがそれによって亡くなる。そ

れ以上の時間がたっていくと、白血病だとかその他でまたさらにふえるという状況が考え

られるわけです。これだけ離れていても、そういうことだということですね。もしも間

違って落下物等があれば、これは落下物の位置とかそういうものにも、程度にもよっても

違いますけれども、これもやっぱり大きな影響があることも考えられるし、これは極めて

想定しがたいものだと思うのです。北朝鮮にしても、どこに落下物が生じるなんてこと

は。だから、そういう点では、そういう範囲のものについて私どもは考えるしか方法ない

だろうと。 

 狙われたらというのは、これちょっと考えても、日本を狙うということになれば、もう

第３次世界大戦になりますので、それはもう全世界の問題になるのですけれども、日本の

問題あるいは三笠市の問題だとすれば、やっぱり何らかのものが落ちることによって、そ

れが飛散して、その飛散物が三笠に影響を与えるとか、それから熱ですね、熱風がひどい

ということで、熱で影響を受ける。だから、そういうものから守るという点では、国が

言っている頑丈な建物あるいはその頑丈な建物の脇でできるだけ身を伏せてというような

ことの指導があるということで、私どももその範囲でしかこのことに対しては対処できな

いのだろうと。 

 先ほど８２カ所と言っていますけれども、公営住宅その他も鉄筋のもの入っていますか

ら、実際にやっぱり公共の施設が中心になると思いますし、そういうところの避難の状態

をしっかり私どもつくり上げていかなければならないということで、今、消防のほうと総

務のほうで一生懸命詰めをやっているところであります。私どもとしては、できるだけ、

早いといっても簡単にできるものではありませんが、市民にも一定のものをお示しして、

こういう地区にはこういう頑丈な建物あります、こういう地区にはこういうものあります

よと。そこに北朝鮮から飛んでくるときに、大体４分と言っていますから、４分でわかる

と言っていますから、４分わかってどこら辺にどうなるというのがわかって、それでＪア

ラートが作動すれば、私どもとしては、それからせいぜい５分あるかないか。だから、そ

の５分の中にそういう頑丈な建物があるかないかというあたりをよく調べてもらって、そ

れをお示しできるまでにすると。でなければ、家にいてくださいというのは基本です。

やっぱりそれ以上のことを私ども申し上げようがないのですね、この場合。ですから、相
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当いろいろ議論をずっとやってきたのですが、やはり夜も考えられるし、朝早くも考えら

れるということになれば、基本的には私どもレベルではやっぱり家に、しかも窓のない空

間にしっかりみんなが退避するというようなことを考えざるを得ないのではないかと。そ

のかわり、しっかりと頑丈な建物について市民にきちっとお知らせして、そこは拠点にな

るように努力していこうということで、現在詰めをしているところでございますので、そ

んな程度で大変恐縮ですけれども、御理解いただければと。 

（「はい、ありがとうございました」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 以上で、澤田議員の質問を終わります。 

 この後の一般質問を保留し、昼食休憩に入ります。午後１時から会議を再開します。 

休憩 午前１１時５６分   

再開 午後 １時００分   

◎議長（谷津邦夫氏） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を継続します。 

 ８番齊藤議員、登壇願います。 

（８番齊藤且氏 登壇） 

◎８番（齊藤 且氏） 平成２９年第３回定例会に当たり、通告に基づきましてお伺いい

たしますので、御答弁のほどよろしくお願い申し上げます。 

 最初に、災害発生時の対応についてお伺いいたします。 

 現在、台風１８号が大変心配されております。災害対策基本法第１条に「この法律は、

国土並びに国民の生命、身体及び財産を災害から保護するため、防災に関し、基本理念を

定め、国、地方公共団体及びその他の公共機関を通じて必要な体制を確立し、責任の所在

を明確にするとともに、防災計画の作成、災害予防、災害応急対策、災害復旧及び防災に

関する財政金融措置その他必要な災害対策の基本を定めることにより、総合的かつ計画的

な防災行政の整備及び推進を図り、もって社会の秩序の維持と公共の福祉の確保に資する

ことを目的とする。」とあります。災害対策基本法が制定され５６年経過しましたが、多

くの激甚災害があり、国の方針で自主防災組織の結成と地域防災マニュアルや避難所運営

マニュアルなどの整備が促されております。また、災害の事象が大規模停電、水害、雪

害、地震災害などが想定されますが、８月２９日、北朝鮮の弾道ミサイルが北海道を通過

し、Ｊアラート情報が流れたという暴挙は大変許しがたく、強い憤りを感じており、いま

だこの問題が解決されておりません。 

 市内では、高齢者の多い地域など、現状に合わせた地域防災マニュアルや避難所運営マ

ニュアルの整備の必要性が考えられます。そこで、今後の地域の現状とこれらの対応や課

題についてお聞かせください。 

 次に、行政のセキュリティー対策についてお伺いいたします。 

 知らないうちにパソコンやサーバーが乗っ取られ、情報の漏えいなど重大な社会的脅威

を耳にします。防御策として職場から情報を持ち出さない、また、持ち込まないと考えま
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すが、どのような対応がなされているのか、お聞かせください。 

 次に、公共施設の夜間・休日の管理体制についてお伺いいたします。 

 庁舎と病院の夜間と休日、人の出入りはどのような対応がなされているのか。今月１１

日、旭川市役所で介護保険料の還付金約１１０万円が金庫から盗まれた事件がありまし

た。また、最近、放火もよく耳にし、大変物騒な点も発生しております。交通量や交流人

口も増加しており、市民の安心・安全のためにも防犯カメラの増設も必要と考えます。今

後の取り組みについてお聞かせください。 

 最後に、給食費無料化についてお伺いいたします。 

 少子化対策、子育て支援の一環として、平成１８年４月から給食費無料化を実施し、移

住・定住政策など、さまざまな政策に積極的な取り組みと理解しております。加えて、食

に特化した市立三笠高校の実現と高校生レストラン、さらに今後の食の基本条例の制定な

ど、食のまちづくりを進める観点から、給食費の無償化を中学生まで拡大できないかお聞

かせください。 

 以上、登壇での質問を終わらせていただきます。御答弁のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 消防長。 

◎消防長（辻道元信氏） 私から、災害発生時の課題等について御説明申し上げたいとい

うふうに思っております。 

 まず、議員が今おっしゃったとおり、災害対策基本法の関係で私ども三笠市地域防災計

画ということで作成しまして、どちらかというと自治体側の災害発生時の対応ということ

で、それぞれ指定公共機関、自衛隊、北海道、警察等の部分で対策をつくっているところ

でございますけれども、一方、住民みずからとるべき行動、自主避難のマニュアルがない

ため、いざ災害が起きた場合、なかなかみずからどういうふうに行動していいのか等々が

やはり私どもで欠けているところということで反省しているところでございます。 

 それで、いろいろ各自治体の状況を調べましたら、やはり東京都のほうが進んでおりま

して、住民向け、住民が何をするのかということの、例えば地震等の災害、豪雨等の災害

等に分けられて、住民目線で計画がつくられているところでございます。 

 それと、今まで東日本大震災等々大きな災害がありまして、非常に運営マニュアルとい

いますか、この重要さが語られているところでございます。そのために、国のほうも避難

所マニュアルということで作成されまして、１週間等の短期間でよろしいのですけれど

も、１カ月、半年、１年と長期にわたる場合、やはり自治的な部分で住民の皆様が役割を

負担していただいて、民主的な運営というのが必要というふうに考えているところでござ

いますので、この辺も運用マニュアルというところ、避難所のマニュアルも検討していか

なければならないことと思っているところでございます。 

 また、私ども、災害の部分でリーダーというのがやっぱり必要というふうに思っている

ところでございます。事が起きてもやっぱり住民の方にリーダーがいませんとなかなか災
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害対策についてもうまくいかないものですから、それで今お願いしているところには、北

海道防災マスターということで北海道で行っているのですけれども、こういった講習を受

講していただきまして、万が一災害起こった場合、リーダーになっていただきまして、住

民の皆様の行動等を率先して行うようにやっていただきたいというふうに思っているとこ

ろです。昨年末、三笠市内でどのような方が資格を持っているかということで調べたとこ

ろ、町内会の役員が８名で、消防団員が６名で、消防職員が１０名ということで、計２４

名の方が北海道防災マスターということで、資格を取られているところでございます。 

 また、議員がおっしゃっていました各地域の高齢化率なのですけれども、６５歳以上な

のですけれども、岡山・萱野地区で３２.３１、三笠地区で４６.０８等々、幌内地区で５

６％、唐松地区で５２.４１％、弥生地区で５２.５９％、幾春別・桂沢地区で５２.５３

％と非常に高いということでありまして、私どもこの辺の対策というのが、やはり私たち

市職員、特に消防職員が率先して対応しなければならないことと、やはり地域にいらっ

しゃる消防団員も非常に重要なリーダーというふうに考えているところでございます。こ

の辺で、やはり十分機能するように進めてまいりたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

 また、自主防災組織の関係でございます。 

 この辺も私ども力を入れているというふうに思っているところなのですけれども、実

質、三笠市内で全町内会に対する防災組織の関係は平成２８年１１月１日現在で２８.２

８％という状況ですので、これが当初の目標でいくと半分以上に何とかできないのかとい

うところ、また鋭意努力してまいりたいというふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） それでは、私のほうから行政セキュリティー対策につい

て答弁いたします。 

 初めに、個人情報関係なのですが、今、職員が業務で使っておりますパソコンにつきま

しては、シンクライアントと呼ばれる記憶装置を持たない端末を使ってございまして、電

子データにつきましては、データセンターに設置されておりますサーバーの中で保管して

いるというような状況となっております。 

 今年度、マイナンバー制度の運用に伴いまして、市のネットワークにつきましては、住

民基本台帳、税、国保などの利用系の事務、それと内部で使ってございますグループウエ

ア、それと国、道とのメールなどを主に使っておりますＬＧＷＡＮ系、それとインター

ネット系の三つに分けられておりまして、主に個人情報が含まれるのは、この利用系事

務、それとＬＧＷＡＮということとなってございます。 

 各ネットワークに接続する端末機を使用する場合、職員につきましては、まずＩＤとパ

スワードが必要だということでございます。間違ったＩＤとかパスワードを入力します

と、端末機が開かないと、使用できないというような状況となってございます。また、個
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人情報が多く含まれております利用系の事務の端末を使用する場合、このＩＤとパスワー

ドに加えて、ＩＣカードによります認証も追加しているということでございます。これに

よりまして、２要素認証ということが呼ばれておりまして、成り済ましなどによります端

末機の不正使用を防止する目的ということでございます。 

 それぞれのネットワーク間でのデータの受け渡しにつきましては、特別な理由がない限

り禁止しております。ＵＳＢなどの外部媒体によりますデータの持ち出しにつきましても

禁止しておりまして、やむを得ず使用しなければならないということがありましたら、必

要な許可をとって手続をするというような状況になってございますので、今現在のセキュ

リティーにつきましては、以上申し上げたような対策をとっておりますので、現段階にお

きましては、情報漏えいにつきましては発生しにくいというふうに考えてございます。 

 それと、公共施設の夜間の体制でございます。 

 こちらにつきましては、市役所本庁舎につきましては、今現在、午後５時から翌朝の８

時３０分までの間、それと休日につきましては民間へ業務委託を行ってございまして、警

備、それと各種届け出の受け付け、電話対応などを行ってございます。日々起きた事象に

つきましては、警備日誌等によりまして職員のほうに報告、引き継ぎを行っているという

ことでございます。当直委託職員がすぐに対応できない事象が発生した場合、緊急連絡先

をもとにしまして、その担当職員へ連絡を行いまして、対応を図っているということでご

ざいます。夜間の警備につきましては、当直、庁舎等を巡回しまして、万が一異常が発生

した場合、こちらにつきましても、緊急を要する場合につきましては、担当職員のほうに

連絡するという仕組みになってございます。 

 あと、庁舎の出入り口の関係でございます。基本的には当直の出入り口を使うというこ

とになってございますが、緊急時等はそういうふうになってございますが、そのほかの入

り口につきましては、５時３０分で閉鎖しております。ですから、その閉鎖後、翌朝まで

については、当直の入り口しかあけられていないというような状況になってございます。

昨年まで福祉事務所のほうの入り口につきましても、閉鎖後、電子キーによりまして入出

が可能でありましたが、今年度からセキュリティーを高めるということにおきまして、そ

ちらを閉鎖しまして、当直の入り口のみというふうにしてございます。 

 あと、それと防犯カメラの関係でございます。 

 防犯カメラの設置につきましては、平成２７年に設置の費用、管理面を考慮しまして、

幹線道路等の通行の頻繁な道路、それと公園、犯罪の多発するおそれのある公共施設、あ

と児童生徒の通学路など、その中でも効率的ということが考えられます６カ所に防犯カメ

ラを設置してございます。設置場所につきましては、旧三笠警察署の指導のもと、市役

所、市民会館、本町、それと多賀町の主要幹線道路に４カ所、それと小中学校の通学路で

ございますスクールバスの待合所、それと宮本町のバス待合所、この２カ所を入れました

６カ所で、現在、設置しているということでございます。当時、三笠警察署からの設置要

請もありまして、設置した経過ということでございますが、設置場所につきましては防犯
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カメラを有効に運用できる場所ということを選定したところでございまして、現在のとこ

ろ新たな増設は考えていないというような状況となってございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 教育次長。 

◎教育次長（高森裕司氏） 私のほうから、給食費の無料化を中学校まで拡大できないか

ということについてお答えしたいと思います。 

 この給食費無料化については、少子化対策支援事業といたしまして、子供を産み育てや

すい環境を整えることにより市内転入の促進を図るということがありまして、比較的若い

世代の保護者に対し支援することが最も効果的であると考えているところでありまして、

小学生を持つ家庭を対象に実施してきております。 

 今後、食のまちづくりを進めていく中では、学校給食における地産地消学習活動におけ

る食育指導などを推進していくこととしており、学校給食もこの施策の関連するところで

はございますが、中学生に対しましては、他市町にない特色ある教育といたしまして、三

笠中学校吹奏楽部への札幌交響楽団のプロ演奏者の派遣、野球については北海道日本ハム

ファイターズ、サッカーについてはコンサドーレ札幌に委託し、高度な技術の環境づくり

を進めてまいってきているところでございます。 

 また、学力向上策としまして、学力向上未来塾ということで、基礎学力の向上にも、

今、取り組んでいるところでございます。 

 現在行っておりますこの子育て支援策につきましては３１年度までとなっており、給食

費の無料化を中学生まで拡充するかについては、この部分の見直し時期までに総体的に検

討してまいりたいと考えております。それまでの間にも、国の教育費負担に対する政策展

開を注視しながら、実施の可否については十分模索してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 齊藤議員。 

◎８番（齊藤 且氏） 御答弁ありがとうございます。 

 それでは、今、消防長からあったような防災に関することから質問していきたいと思い

ます。 

 やはり今、消防長からあったように、国のほうも自主防災組織の促進を図っていく、こ

れ大事なことだということで、これはやっぱり阪神・淡路大震災があった後からいかに救

出率が高まったかというのは、地域の方々のもう全力的な救援活動によって、いろんな経

過があったようですよね。 

 それで三笠市が、そうしたら積極的にしていないのかというと、そうでもなくて、北海

道で公表された平成２８年４月１日の自主防災組織の加入率というのですか、世帯数から

割り返した何世帯ぐらいが入っているのかということで、三笠市は、先ほど消防長は１１

月で２８.２８％という数字なのですけれども、４月の時点では１９.２％で若干上向いて

いるのです。そして、平成２７年は１０％、こんなことで上向いていることで、これは非
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常に努力されているというか、訴えてそこに住まわれている方々が理解を示してくれて、

自主防災組織が少しずつふえていっているなと、これは僕はすごくいいことだなと思っ

て、ちなみに０％のところもあるのです。これは公表されているものですから、まず夕張

市が０％なのですよ、昨年の４月現在。それとあとは南幌町、ここも０％、上砂川も０

％、妹背牛町も０％、秩父別町も０％、雨竜町も０％。それで、ちなみにこの空知管内で

１００％というところもあるのです。これが歌志内市なのですよ。 

 それと、北海道全体をこのように見渡したときに、やっぱり災害の心配のある地域は、

自主防災組織が非常に高い率で組織されているということは、非常に僕、注目していいの

かなと。逆に、そうしたら自主防災組織ができ上がっていないところはだめなのかという

わけではないのですけれども、それだけ今まで災害が少なかったから、これからも災害が

ないのかと安心している地域がもしかしたらあるのかなと思っています。ただし、今これ

からは、やはりいろんな形でもって高齢化も進む、そしていざというときにはどういうこ

とでやっているかと、やっぱりこれは地域の人たちとのネットワークがしっかり働かな

かったら、これは防災・減災の減災の意味においても、なかなか達成できないのかなと

思っております。 

 それで、先ほど防災マスターの話をされていましたよね。確かに三笠市では２４名の方

が地域防災マスターの登録はしてあるのです。この登録をもっともっと道にも働きかけな

がら、たしか僕の記憶では年に２回ほどやっているのですよ。これをもっと多くこれから

も取り入れて、このことが行政のほうでも、例えば応援できないのかなと、そんなことを

しながら、少しでも災害があったら、災害にもいろんな種類ありますけれども、それを地

域のこの防災マスターの方々といろんな打ち合わせをしながら、これからもどんどんどん

どん打ち合わせをしながら、訓練のほうもどんどんどんどん可能な限り実施してやって

いって、市民の安全につなげていただきたいなと思っております。 

 だから、先日の三笠小学校の訓練に僕も参加していましたけれども、決して、訓練は訓

練ですから、あくまでも。でも、その訓練をより多く重ねることによって、いざ災害が

あったときに少しでも災害で亡くなられる方だとか、負傷される方だとか、そんなことを

減らすことができるのかなと思っていますので、ぜひともこれからもいろんな訓練を呼び

かけながら多くのことをやっていただきたいとお願いして、防災については終わらせてい

ただきたいと思います。 

 それとあとは、セキュリティーなのですけれども、これは本当に何か今の答弁を聞いて

いると、やっぱりちょっと僕も不安に思うことがあるのですけれども、僕も余りパソコン

の能力というか、ないのですけれども、行政の方だとか、例えば病院関係者だとかが残業

のときは自由に使えますものね。そして、持ち出すこともできますよね。そのときは持ち

出さないで、家のパソコンで使うかどうかなのですけれども、そこが僕ちょっとわかりづ

らいかなと思っています。というのは、今、ウイルスにいろんなことでもって予想もしな

いことがどんどん起きますので、民間の企業によると、ある一定の時間がたったら、パソ
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コンの使用は禁止しているというところもあるようなのですよ。そして、それを使うに当

たっては、残業の発生もあるし、ちゃんと責任者が認めなかったらパソコンを使ってはだ

めだよという話まであるようなのです。仮に仕事がふえて残業するときに、データを持ち

出すことはないとは思うのですけれども、持っていって自分のパソコンがウイルスにやら

れていたのをまた持ち込んだりしたら、幾ら防御したってこれは防ぎようもないのかな

と、そのように答弁を聞いていて感じたものですから。 

 それと、防犯カメラなのですけれども、もう防犯カメラがどこどこにあるよというのは

基本的にはもういいので、あとはそういうふうなのを公表してしまうと、これまずいので

はないかなと思うものですから、本当に基本的なところには防犯カメラ、これは必要だ

と、ちゃんとそれは公表するのは大事なことであって、あとは今、本当にこれだけ交流人

口も多い、また、交通量も多い、そんなときに犯罪があってはいけないということがあっ

たとしても、犯人の逮捕または防犯の意味においても、もっともっと防犯カメラが必要な

世の中になるのかなと、そんな感じがしますので、この点はちょっとまた後で答弁いただ

きたいと思います。 

 それと、あとは給食費の無料化なのですけれども、平成１８年から給食費、これは小学

校だけが無料化ということで推し進めてきて、さまざまなことをやっておりましたけれど

も、この給食費の無料化が、今、全国では、ある新聞の報道なのですけれども、全国の５

５の市町村が給食費の無料化を実施しているというのです。そのうちの小学校だけで中学

校はお金をいただいているところは２市１町１村だけのようで、これからも小中学校の給

食費の無料化は進むであろうというような、こんなことが先日新聞で発表されていたもの

ですから、平成３１年までにもう一度再検討する、そのことはそのこととして、それが結

果的に給食費を取りやめることということもあり得る話だし、そのことはどうなのかな

と、そう思うものですから、そのことも積極的に進められないのかなと思っていますの

で、それぞれまた答弁いただければ。 

◎議長（谷津邦夫氏） 消防長。 

◎消防長（辻道元信氏） いろいろありがとうございました。 

 それで、おっしゃるとおり、阪神・淡路大震災の関係、救助の関係なのですけれども、

実は消防機関、消防関係が救助した事例というのは１０％以下で、やはり９割以上は住民

の方が救助したということで、そういうような統計も出ております。そういうことからす

ると、やはり自主防災組織の重要性というのは国も言っていますし、私どもも大変重要な

組織ということで、ぜひ高めていきたいと思います。 

 先ほど議員おっしゃったとおり、全道でまちまちなのですけれども、その部分をいろい

ろ調べたら、例えばあるまちでは、１００％のところで町内会に防災部という、そういう

肩書があるところは全て防災組織があるというふうに行政側で理解して１００％で報告し

たり、私どもは完全に組織というのは町内会に町内会長を中心にして、避難、救助とか、

そういう役割分担の組織図ができて初めて自主防災組織というふうに認定しているもので
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すから、それぞれ市町村等とちょっと考え方がやっぱり違うものですから、一律ではない

のかなというふうに感じている部分もあります。 

 それで、やはり何といっても、戻るのですけれども、自主防災、住民の方が防災を担っ

ていただかなければ難しい点も多々あるものですから、この辺は消防機関としても力を入

れてまいりたいというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） まず、１点目のパソコンの関係です。 

 市役所のパソコンを家に持っていってもパソコンとして使えないということでございま

す。要するに、今、職員のほうにパソコンを置いているのは、モニターというイメージを

とっていただければと思います。昔のデスクトップのパソコン出たときに、こっち側に心

臓部の部分とモニターは別にあったと思います。今、職員があるのは、そういうようなイ

メージです。ですから、その心臓部につきましては、データセンターというところにデー

タを保存しているということですから、それとつながない限り市役所のデータは見られな

いということになりますから、職員が万が一、例えば僕が自分の机の上にあるパソコンを

持っていっても、家では何も機能しないというような状況になっていますので、データは

そういう形では家に持っていけないということがございますし、データだけ持っていこう

としましてＵＳＢなどの媒体にコピーしようとしても、それはコピーできないということ

です。まして、あとメールという方法もございます。ＬＧＷＡＮという先ほど申し上げま

した総合行政ネットワークというシステムで動かしているのですが、そちらから職員の自

宅のメールに飛ばすことはできないということになっていますので、あくまでも通常業務

をやっている部分のメールを飛ばすことが可能なのは行政機関などというふうに限定され

てございますので、そういう意味ではセキュリティーは高いというふうな状況となってご

ざいます。 

 それと、防犯カメラの関係です。 

 私、答弁の中で設置場所等を申し上げたのは、ある意味、防犯の抑止力という意味で、

特段どうのこうのということではなくて、あくまでもこういうところに設置しながら防犯

を抑制したいということで申し上げているものでございます。私ども管理しているのはあ

くまでも広域的な防犯ということでございます。そのほか、答弁の中では言ってございま

せんが、施設管理という意味での防犯は設置しているところはございます。そちらについ

てはあえて今回は答弁はさせていただいてございませんが、私どもの所管している防犯カ

メラというのは、そういう意味でのことで今回答弁させていただいたということでござい

ます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 市立病院事務局長。 

◎病院事務局長（三百苅宏之氏） 市立病院の個人情報の取り扱いということのお話だっ
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たと思うのですけれども、当院では当院における患者の個人情報保護規程というのを独自

に設けていまして、それでしっかり情報を管理するというようなことになっています。情

報についてはデータだけではなくて、紙ベースのものも多いですので、当然それも含めて

家に持ち帰ったりして、なおかつデータであれば、パソコンで使ってウイルス感染してま

た持ち帰るということで大変なことになりますので、特に病院の情報というのは患者の個

人情報、特に病名だとか一番知られたくないというか一番知らせてはならない情報ですの

で、その辺はしっかりと保護の取り組みについて今後も細心の注意を払ってやっていかな

いとならないと思っていますので、よろしくお願いします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 教育次長。 

◎教育次長（高森裕司氏） 先ほど全国の公立小中学校の無償化については５５市町村と

いうことで、小学校のみは４市町村ということでございます。こういう中で、私どもとし

ては先ほどと同じ見直し時期までにしっかり全体事業の中で検討させていく中で、やはり

国の教育費のそういう負担に係る政策を展開も含めてしっかりにらみながら、協議してい

きたいというふうに考えてございます。よろしくお願いします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 齊藤議員。 

◎８番（齊藤 且氏） 先ほど消防長から答弁いただきまして、本当に努力されているこ

ともわかるのです。 

 それで、地域的にいったら、やはり岡山地域の高齢化率は３２％というのは本当に、一

般に見ても３２％というのは結構高い部類だとは思うのですけれども、三笠市内の中では

一番岡山が若いのかなと改めて思いました。あと幌内が５６、唐松が５２％、そして弥生

幾春別は５０％を超えていますよね。やはりこれからは地域防災マスターの方ともしっか

りと連携をとってやるのが必要だなと思うのと、それと僕自身も地域防災マスターの資格

は取ってきたのですけれども、例えば建物をあけることが必要な災害があったとしたら、

その建物を一体誰があけるのかと、ふと疑問に思うのです。例えば避難所が山の手市民セ

ンターだよと言われたとして、そして行ったとしても、建物は一体誰があけてくれるのか

というか、あいているのか、あいていないのかと、これ非常に思うのですよ。学校がそう

なっているとしても、学校へ行ったはいいけれども、建物に鍵がかかっているということ

も十分あると思うのです。そんなこれからの世の中は、細かいことまでしっかりと打ち合

わせしなかったら、マニュアルづくりしたって何の意味も持たないのかなと思うのです。

だから、絶対マニュアルをつくるときは、そこの地域の方々と一緒になってマニュアルを

つくらなかったら、なかなかいいマニュアルはできないと思うのですよ。 

 それと、いろんな方々が、今、三笠市に来て、来た方がその時点で災害があったら、そ

の方々だってどこへ行っていいかわからないと。よその人だから受け付けないよという話

は、これあり得ないと思うのですよ。それで、僕、感じるのは、やっぱり三笠市の中でも

しっかりと避難施設の種類別に分けたような案内看板、ぜひ必要でないかなと思うので

す。 
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 先日、札幌へ行って、札幌の学校、避難所になっていました。そうすると、災害ごとに

絵でもってわかるように、外人の方もいるからだと思うのですけれども、絵で指定して、

そして、ここへ来ればいいのだなと。近い将来そんなことのないことは願っておりますけ

れども、いざ災害はいつ起こるかわからない。そんなことを再検討していただきたいな

と。三笠はやはり高齢化のまちなものですから、そのまちでもっていかに市民の人たちの

安心・安全を守っていくか、こんなことをお願いしたいなと思っておりますので、この点

もよろしくお願いいたします。 

 それと、先ほど答弁いただいたセキュリティーですか、これのことも僕は余り知識的に

はないのですけれども、防御はこれでいいということはなかなかない。そこの裏をかいて

きたようなことが絶えず起こっていく世の中なものですから、この点もここの段階では安

全だよといっても、また１年、半年たてばウイルスの攻撃があって、いつの間にかこれが

破られているよということもあるような、何かそんなような世の中ですので、これもしっ

かりと日々検討しながら、個人情報が漏えいする、これが一番いけないことであります

し、それと病院の関係も、これ実際に深川市であったのですよね。診療所のお医者さんが

患者さんのデータを持って、そのまま行方をくらましてしまったと。だから、こんなこと

も想定外だと思うのですよ。まさかお医者さんが患者さんのデータを持って行方、ついこ

としの、つい最近のことだと思うのですけれども、これもやっぱり想定外なことだと思う

ものですから、常時やっぱり市民の安心・安全は絶えずアンテナを張って、このことも安

心・安全につながるものですから、よろしくお願いしたいと思います。 

 それとまた、給食費の無料化は今後また議論として、残されたほうが、できるかできな

いかというのも含めて、ちなみに中学校まで無料化したらどのぐらいお金、予算がかかる

か、その点だけちょっと教えてください。 

◎議長（谷津邦夫氏） 教育次長。 

◎教育次長（高森裕司氏） 中学生まで拡大した場合、６７０万円ぐらいの金額がかかる

想定であります。 

◎議長（谷津邦夫氏） 消防長。 

◎消防長（辻道元信氏） いろいろ御意見をいただきまして、ありがとうございました。 

 実は私どもの避難所に看板はつけているのですけれども、議員おっしゃるとおり、災害

ごとにやはり絵にはなっていないものですから、この辺の検討が必要というふうに考えて

います。 

 また、２９年度の予算、ハザードマップということで、今つくっておりまして、今月に

はできまして、来月に配布というような形で進めていきたいというふうに思っているので

すけれども、そこにはハザードマップの浸水地域も含めて避難所等も含めて記載している

ものですから、その辺で住民の方は確認していただきたいと思います。 

 また、転入者の部分も、転入の部分にお渡しすることによって避難所ということで理解

していただくように、そんなことで対応してまいりたいというふうに思っているところで
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ございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） 私ども今、セキュリティー対策ということでパソコン関

係を含めまして、国からも指導がございます。私どもとしましては、今できる最大の防御

対策ということで、昨年来も補助いただきながら取り組んでございますので、議員おっ

しゃりますように日々進化しているということもそのとおりだと思います。 

 ただ、一方で、対策につきましても、同じように日々対策を講じられているというよう

な現状でございます。何かがございましたら、国のほうからも日々その対策のといいます

か、事象を含めて連絡も来ますし、その対応策もございます。そして、私ども今、クラウ

ドという共有して使っているシステムを使ってございますので、私どもの従来の単体で

行っている運営よりも、はるかにセキュリティーが高くなってきてございまして、その方

策につきましても、日々国含めて行ってございますので、そのような対応を今後も続けて

いきたいというふうには思っております。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 消防長。 

◎消防長（辻道元信氏） 済みません。答弁が漏れていまして、申しわけございません。 

 休日・夜間の避難所の関係でございます。 

 そのような場合、施設管理者等の関係団体が開錠するという、そういうことで運用マ

ニュアルにも書いているのですけれども、実際やはりいろんな事象によってはすぐに開錠

できない場合もあると思うものですから、各関係団体、施設管理者と、いち早く開錠する

には、どのような方法がある等々も検討してまいりたいというふうに思っております。 

 また、議員も御存じのとおり、広報みかさでお知らせしたのですけれども、三笠市と仏

教会で協定を結んでいるものですから、万が一開錠されていない場合は、開錠するまでの

間お寺のほうに避難ということも考えられるものですから、この辺さらにまた周知してま

いりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 齊藤議員。 

◎８番（齊藤 且氏） 今せっかく消防長からも答弁いただきましたので、それに対し

て、またちょっと、なかなかハザードマップというのはわかりにくいのかなと、そんなこ

と感じております。何度か、ハザードマップというのは三笠ばかりではなくて、いろんな

ところでつくられて、それが変更されたりとかいろいろあるのですけれども、いざ災害の

ときにハザードマップがどこに置いてあったとかどうだとかと、市民側から見たら、そん

な感じかなと思うものですから。それと、やはりいずれにしても消防だとか関係機関だけ

でなくて、市民を巻き込まなかったら、なかなかマニュアルづくりというのは難しいのか

なと、より一層いいものとしてはできないのではないかなと感じたものですから。 
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 それと、先ほどの給食費の無償化の話ですけれども、予算的に聞いたら７００万円まで

はかからないような予算であるのだったら、今までせっかく小学校の給食費の無償化を

やった後に、子育て支援として三笠市では本当にさまざまな発想で地域おこしをしてき

て、それが今こうやってある程度結びついてきていますものね。それで、平成３１年にま

た検討することを前もって早めてやっていただけると、すごく市民の方々にも喜んでいた

だけるのかなと。決して、市民の方々を喜ばすばかりでなくしても、一つの食に特化した

まちづくりを一生懸命推し進めてきたまちですから、それはそこまでちょっと前倒しして

できないものかなと感じておりますので。 

 以上、質問を終わらせていただきます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 消防長。 

◎消防長（辻道元信氏） 済みません。ハザードマップの関係をちょっと御説明させてい

ただきたいというふうに思っています。 

 今つくっているハザードマップなのですけれども、一応１,０００年に１度の間隔で起

きる災害想定の浸水地域といいますか、１,０００年に１度このぐらい水につかりますよ

という、そういうような地図でございます。 

 それとまた、避難所等も記載しているものですから、非常に役に立つと思いまして、こ

の関係、私ども地域に入りまして説明したいというふうに思っています。やはりわかりに

くい部分が多々あるものですから、説明会を通して市民の方に説明してまいり、十分理解

をいただくように努力してまいりたいというふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） 私のほうから、給食費の無料化の関係で、今まで教育委

員会のほうで御答弁させていただいた部分の補足というか、それから食のまちづくりとい

うことで、そういった部分は我々の所管ということになってございますので、その辺を含

めて御答弁申し上げます。 

 まず、食のまちづくりについて、こちらのほうは食育だとか、そういったものを中心に

考えていきたいと。その部分で、市民だとか行政だとか、それから事業者の方、そういっ

た方の御協力をそれぞれいただきながら進めていきたいというような発想でございます。 

 この食のまちづくり基本条例、この中には給食費の無料化ということまでは取り入れて

ございませんので、そこだけは違った感度で、そういった助成を考えていくことになると

思います。ですから、今、我々がやっている子育て支援、議員御存じのとおり、おむつだ

とか、保育料だとか、幼稚園費もそうなのですけれども、そういったもの取り入れて、そ

れから、ことしからインフルエンザも高校生までとか、そういったような拡充はしてきて

いるところではございます。その中で、ほかのまちと比べるとどうだといいますと、私自

身、負けていないと、それよりは、ほかのまちよりは、一歩も進んでいるのではないかな

というような思いではございます。そういった中で、給食の無料化だけを特化した考えで
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はなく、全体として今考えているということなので、これも先ほど委員会から御説明あっ

たように、３１年までの時限ということになってございますので、その辺については今後

どういったものを効果的に進めていけば一番いいのかというのは考えていかなければなら

ないと思っております。 

 それから、国のほうでも、給食の部分については、若干取り上げられているようなお話

もいただいておりますけれども、この辺についてはどうなるか、国のお考えもあると思い

ますけれども、その辺は注視していきたいと思ってございます。ですから、前倒しして中

学校を先にやれないかという御要望ですけれども、現段階では計画どおり、今、財源も含

めて考えてございますので、追加で額は６７０万円とかということかもわかりませんが、

ほかの計画もございますので、そこだけ特化して前倒しするということにはなかなか難し

いかなと考えてございます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏） 以上で、齊藤議員の質問を終わります。 

 次に、４番畠山議員、登壇願います。 

（４番畠山宰氏 登壇） 

◎４番（畠山 宰氏） 平成２９年第３回定例会に当たり、通告順に従いまして質問いた

しますので、御答弁のほどよろしくお願い申し上げます。 

 一つ目に、インターネット・ＳＮＳサイトを活用したＰＲについてであります。 

 現在当市においても、さまざまな形でサイトにて動画を閲覧できる状態であったり、Ｓ

ＮＳサイトは立ち上げられておりますが、それらのＰＲによる現在の状況、これまでの効

果、反応があればお聞かせください。 

 特に、スマートフォンの急速な普及は、世界の移動体通信事業及びその関連産業の視界

を一変させつつあり、人々の情報のとり方も数年前とはかなり変化してきております。Ｓ

ＮＳ事情も日々刻々と変化している中、効果的なＰＲ情報戦略は、当市の将来にも影響を

与えるものであると考えます。 

 二つ目に、桂沢湖周辺及び幾春別地区のさらなる魅力づけについてであります。 

 将来的に道道美唄富良野線が開通予定であり、市の交通量減少が懸念されます。その対

策として、東の玄関口である桂沢湖周辺及び幾春別地区のさらなる魅力づけが必要である

と考えております。西の玄関口は食の蔵増設により交流人口がさらにふえてきている現状

でありますが、人の流れを東側にどのように引き込んでいく戦略を描いているのか、総体

的なお考えをお聞かせ願います。 

 また、具体的に教育旅行の誘致により、子供たちが数多く幾春別エリアにも訪れる機会

がふえてきているかと思いますが、一度限りの来市にとどまらせるのではなく、リピー

ターを増加させるための考え方をお聞かせください。 

 そして、今後の食のまちづくりを推進する上で食街道をどのように波及させていくの

か、考え方をお聞かせください。 
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 三つ目に、東清住地区養豚場についてお尋ねいたします。 

 総合常任委員会では臭気測定結果など、毎回調査事項に取り上げてきておりますが、改

善勧告後の経過と対応についてであります。 

 事業者が実施した４項目の改善計画が履行された後の臭気測定にて、項目の一部におい

て５月から継続し基準値を超える数値が計測されております。７月１０日に事業者へ悪臭

防止法第８条第１項及び化製場等に関する法律に基づき、対策完了の期限を平成２９年７

月３１日とする改善勧告が実施されたようでありますが、その後の事業者の対応、行政の

対応を含め、どのような経過をたどっているのか、お聞かせください。 

 以上で、登壇での質問を終了させていただきます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） それでは、私のほうから、一番最初のインターネット・

ＳＮＳサイト等を活用したＰＲということで御説明させていただきます。 

 まず、このＳＮＳサイトもそうですけれども、複数の所管でそれぞれ独自に取り組んで

ございますので、まとめて概要ということで件数的なものも御説明したいと思いますが、

現在、行政がかかわってつくっている動画につきましては、議員もごらんになっているか

と思いますが、ホームページのトップページから入っていきますが、「みかさってこんな

まち」というようなＰＲの動画が４種類ほど見られるようになってございます。そのほか

に、移住・定住関連で２２種類ほど、これが御存じのユーチューブだとかにリンクしなが

ら見られるような形になってございまして、そのほかに盆踊りのＰＲの動画というような

ことがございます。ＳＮＳサイトにつきましては、観光、教育所管独自にそれぞれ運営し

てございまして、例えばフェイスブックであれば、ジオパーク、商工観光課、教育委員

会、三笠高校などが実施しておりまして、そのほかに地域おこし協力隊も独自にアカウン

トをつくってございます。そのほかに、ジオパークのほうでは、インスタグラムというＳ

ＮＳ、それとＬＩＮＥ、これらもあわせて活用しているというようなことになってござい

ます。 

 まず、移住・定住関連のほうをちょっと詳しく申し上げますと、先ほど２２本という話

をしましたが、移住・定住の関係でテレビコマーシャル、こういったものを制作いたしま

して、それと同じものを１０本、これもユーチューブだとかのほうにアップしてございま

す。それから、移住・定住支援の紹介動画ということで、これは地域おこし協力隊の努力

によりまして、独自につくっていただいた１２本、合わせまして２２本という形になって

ございます。これは先ほど言ったように、ユーチューブにアップしてホームページとリン

クしながら、市のＰＲの一つとなっているのかなと思ってございます。あと、この各種イ

ベントだとか、そういったことにもこの動画を使ったりとか、見られるようにしたりだと

か、そういったことも含めてやっているというようなことになってございます。 

 それから、効果については、移住者がそれぞれ、例えばどこのまちに移住するというと

きには、やはりインターネットを最近使って調べるというのが多いような状況となってご
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ざいます。そのほかには、これを私のまちでは転入されるときに若干アンケートだとかを

して調べているところでありますけれども、一番多かったのはやはりテレビだったのです

ね。テレビのコマーシャルが３割以上これを見ましたというようなことになってございま

して、あとホームページが２５％程度、そのほかは口コミだとかというような中身になっ

てございます。いろんな媒体がやはり使われているのかなというような思いがございまし

て、当然インターネットも多くなってきてはいますけれども、そこだけではないのではな

いかなというような思いではございます。そういったことがありますので、私どもといた

しましては、ホームページ、当然それはやりますけれども、インターネットだけではな

く、先ほど言ったようなさまざまな媒体、そういったものを使いながらＰＲするのが効果

があるのかなというふうに考えてございます。 

 それから、２番目のほうなのですが、食街道の部分ということで、桂沢湖周辺及び幾春

別地区のさらなる魅力づけについてという中で、食街道の話があったかと思います。そう

いったものをどうやって形成するのかというようなお話だったと思いますけれども、今

後、食街道づくりにおきまして、今、市民に御意見をいただこうとしております基本条

例、これをもとに高校生レストラン、当然これが核になってくるのかなと思いますが、そ

のほかに従来から進めてございますジオパークだとか農業と連動した食観光づくり、これ

らを推進していきたいというふうに考えてございます。 

 具体的な中身はこれからなのですが、西側は、先ほどもお話が出ましたけれども、道の

駅、そういったものが、そのほかに三笠入り口というような形でございます。東側につい

ては、議員おっしゃるように、桂沢湖や幾春別というようなことになろうかと思います。

これら西から東まで、岩三線沿い、それから、岩桂線沿い、これらを全体通して街道にで

きれば一番いいかなというようなことでは考えてございます。その核となるのが先ほど

言ったような高校生レストラン、これは来年オープン予定と、そんなことになってござい

ますので、この部分から桂沢方面にも何らかの形でお店の出店をしていただけるようなこ

とになれば一番いいのかと思いますので、将来的には西から東までの食事を提供できるよ

うな、いろんな食事を提供できるような街道、こういったものをつくっていって、何度も

三笠のほうに来ていただけるようなまちにできればということでは考えてございます。 

 出店いただくような場所、エリア、そういったものはこれから選定していかなければな

らないのですけれども、市有地ばかりではないのかなとは思ってございます。出店者など

に対する支援制度なんかも創設しながら、何とか出店しやすい環境というか、そういった

ものを含めて検討していきたいということで考えてございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） それでは、東清住地区養豚場の関係でございます。 

 経過と対応についてということでございまして、確かに７月１０日に改善勧告を行った

ところでございます。ことしの５月３１日に行いました臭気測定におきまして、ノルマル
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酪酸が基準値をオーバーしたということでございまして、６月３０日に立入検査を行いま

して、昨年提出されました改善項目の４項目、この改善の確認、それと施設の運営状況の

確認を行いまして、さらには７月３日に社長から聞き取り調査を行ったというところでご

ざいます。昨年、事業者が４項目の改善項目を行ったにもかかわらず、臭気測定において

また基準値を超過したということから、７月３１日までに時限を定めた改善勧告を行った

ということでございます。 

 企業側から７月１９日付で環境改善対策ということで、肥育豚舎からの悪臭排出改善、

それと堆肥舎からの悪臭排出改善ということで文書の提出がございました。市としまして

は、改善勧告期間終了後にまた臭気測定を行いまして、その結果により、その後の対応を

考えていたところでございます。 

 今現在までの進捗状況ということでございますが、実は、その改善勧告後の８月２日に

臭気測定を行ってございます。この時点におきましても、ノルマル酪酸が基準値の２.８

倍を超過したということで、今年度４回連続の基準超過となったということでございま

す。このことから、８月２２日に再度立入検査を行いまして、前回６月３０日に行いまし

た立入検査時と豚舎内のふんの清掃の状況が変わっていなかったということを確認したと

ころでございます。 

 畜産環境整備機構によりますと、排便後２４時間以内に清掃を行うことによりましてノ

ルマル酪酸の発生を抑えることが可能だという助言を受けておりまして、清掃の徹底を図

ることによりまして、ノルマル酪酸の発生を抑制することが可能であるということでござ

います。従来からの行政指導、また、関係法令によります改善勧告によりまして、清掃の

徹底などの回答を得ておりますが、立入検査時においても従来からのふんの清掃に変化が

見られないことから、悪臭防止法及び化製場等に関する法律に基づきまして、実は９月１

９日火曜日でございますが、改善命令を行うべく９月８日金曜日に企業宛てに文書を発送

したところでございます。その間に臭気測定をまた８月２１日にも行ってございます。こ

の段階においてもノルマル酪酸が基準値を超過しているということで、今年度５回目の超

過基準というような現状となってございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） それでは、一つ一つ再質問に移らせていただきます。 

 インターネット・ＳＮＳサイトを活用したＰＲの仕方についてからでありますけれど

も、当市のＰＲや移住・定住を促すアピールなど、不特定多数への周知や若年層に届いて

いくためには、インターネットサイト・ＳＮＳサイトをうまく活用することは避けては通

れない分野なのではないかなと私は考えておりますけれども、インターネットサイトだけ

でなくて、紙媒体ですとか、広告ですとか、まだまだその効果もあるということをお聞き

しておりますけれども、このインターネットサイトの分野において、方向性としまして

は、この分野においてよりこれから力を入れていくという姿勢でしょうか。それとも、現
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行のままでしばらくは続けていきますというような、そういった姿勢になりますでしょう

か。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） 先ほども若干申し上げましたけれども、アンケート結果

等を見ますと、やはりインターネットだけではないかなと。もちろんインターネット自体

はこれから、先ほど議員おっしゃったようにスマホなんかでも簡単に見られるというよう

なこともございますので、こちらをないがしろにするということはないのですけれども、

それらの動向を十分見ながら一番いい効果的なＰＲ、もしインターネットが一番いいとい

うことになれば、そちらのほうに従来よりも力を入れていく、そういったようなことも考

えていかなければならないと思いますが、現在のところではＣＭ、そしてインターネッ

ト、そのほか雑誌だとか新聞、高校生レストランにつきましては、報道のほうでもいろい

ろ取り上げていただきますので、こういった報道でも物すごくＰＲ効果が高いというふう

に考えてございますので、ぜひそういったものも取り上げていただけるような努力という

か、報道のほうにもお願いしていく、そういったことも必要かなというふうに考えてござ

います。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） 私も紙媒体ですとか、今やられておられるそのＰＲ効果に対して

もまだまだ効果といいますか、十分出ているというふうな印象を受けておりますけれど

も、ただ、新聞社に関してもペーパーレス化ですとか、電子書籍も普及し始めているとい

う中では、インターネットサイトもこれから一つの要素となるのかなというふうに考えて

おりますけれども、各所管が受け持つＰＲが必要な内容に関しては独自のカラーもあると

思いますし、なかなか統一した発信の仕方というのも難しいとは思うのですけれども、そ

の中でも例えば最低限このＳＮＳサイトだけは使いましょうですとか、そういった統一し

た認識というものを、下地を整えるといいますか、そういった方向性を持つことは可能で

しょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） 実際にフェイスブックにしろインスタにしろそれぞれ、

フェイスブックといえば議員御存じのように世界中ではもう１４億人だとかというような

ことになってございますが、日本で考えますとまだそこまでの数字ではない。ほかのイン

スタ、それからＬＩＮＥなんかも見ても、大体似たような、これはダブっているというこ

ともあろうかと思いますけれども、そういったものが突出しているというようなことでは

考えてはございませんので、やはり人の目につくということであれば、一番日本でも使わ

れているようなＳＮＳ、そういったものが効果があるのではないかなということで考えて

ございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 
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◎４番（畠山 宰氏） このインターネットサイトに関しては、なかなか流行というもの

もありますし、でき上がっては消えていくものもあるかと思いますけれども、例えば海外

発信に強いサイトですとか、あるいは画像投稿に力を入れているサイトですとか、また、

若年層が中心のサイトですとか、それぞれ特徴があると思うわけであります。その中でも

使い分けですとか、分析ももしかしたら必要になってくるのかなというふうに考えており

ます。その中で紙媒体との両輪ですとか、もちろん必要になってくると思いますけれど

も、私、全てをチェックできたわけではないですけれども、ジオパークの関係に関したも

のはかなりいろんな媒体、各種ＳＮＳサイトを使っておられるなという印象を受けており

ますけれども、ジオパークの関係に関して、こういった媒体にどのような方向性といいま

すか、取り組みをしておりますでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） 私どもの地域開発・ジオパーク推進係のほうでは、市の

ホームページ、フェイスブック、インスタグラム、ＬＩＮＥ、ユーチューブといったもの

に取り組んでいるところでございます。動画ですとか、リアルタイムな情報を掲載周知で

すとか、写真掲載専用だとか、登録者への定期的な発信、常時動画配信など、内容や見る

側に立ってニーズに合わせたＳＮＳのアプリケーションを使い分けている状況にありま

す。 

 また、ＳＮＳはタブレットや端末で情報収集するという利用者のための活用になります

けれども、あくまで情報収集や情報周知をするための補完するツールと考えておりまし

て、あらゆる広報手段を使って、先ほど言いました紙媒体もそうですし、新聞もそうです

し、広報もそうですし、そういうものももって情報周知に努めて効果や実績を上げたいと

考えているところです。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） なかなか若い方でもこういったことが苦手な方もいらっしゃいま

すし、やってらっしゃらない方もいるかと思いますけれども、できる、使えるものは使っ

ていただいて、それらの下地を整えた上で、少し話は飛躍してしまいますけれども、今、

三笠市で育ってきております要素も各種あると思いますので、ここぞというときに、まだ

まだ時間を要するもの、また、経過を見ていく分野もありますけれども、ここぞというタ

イミングで市の特徴全て網羅するようなＰＲ動画も必要になってくるのではないかなとい

うふうに、私、考えますけれども、考え方としてはいかがでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） 今、議員おっしゃったここぞというときというのは、そ

れぞれお考えあろうかと思います。我々は今流しているものが一番いいかなというふうに

考えて、流しているところではございます。 

 ただ、ほかのまちを若干調べますと、例えば函館であれば、御存じかどうかはあれです
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けれども、一時、函館のイカール星人動画とかというのがはやりまして、これ平成２０年

から動画をつくって始めていたようです。これなんかも、例えば６編つくって、その後に

外伝編だとか６編つくってとかというようなことをやられたようなのですけれども、これ

の視聴回数を見ますと、確かに最初のやつは話題性があって物すごくたくさん多くの方が

見られたと。２番目、３番目、４番目、最後６番目とかとなりますと、極端に一桁違うぐ

らいの視聴回数とかというふうになってきたりしてございます。こういったことがござい

ますので、一つだけやっても多分興味はそれぞれ変わってくるということがございますの

で、我々としては一番いい、三笠を一番よく見ていただけるようなそういった動画、こう

いったものを考えながら、もちろん専門業者の御意見なんかも聞きながらということにな

ろうかと思いますけれども、そういったことで考えていかなければならないかなと思いま

す。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） ありがとうございます。 

 まだまだ大きな投資をせずとも使えるような媒体、ＳＮＳサイトもあるのかなというこ

とを私、感じておりますので、その辺でもし取り組めるところがあるならば、ぜひ進めて

いただけたらなと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 桂沢湖周辺及び幾春別地区のさらなる魅力づけについてでありますけれども、ジオパー

クの影響により、教育旅行で訪れる総数がかなりふえてきている状況かと思います。ジオ

パークの存在は授業の題材として用いることができると教員の方たちに浸透し始めている

のではないかなというふうに思いますけれども、この教育旅行の誘致に関しては今後さら

に拡充していくということは可能でありますでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） 市外からの学習旅行につきましては、博物館、野外博物

館を中心にジオツアーを実施、誘致しているところですが、ジオパーク認定前は約１００

人ぐらいの学生の参加者であったのが、昨年度はもう１,２５４名までふえてきている

と、ことしはそれをさらに上回るのではないかという実績となっております。年々認知度

も高まってきていると思っております。これは旅行会社と連携を図りながら学校誘致した

ものや、市外の教員向けのジオツアーを行い、理解普及に努めたこともあるのかなと。ま

た、市外の学校も授業がやりやすい環境となるように、事前に事後学習教材を教員の方々

と意見を取り入れながら作成したものということもございますので、その成果だと考えて

いるところです。 

 今後もさらにふやしていきたいと考えておりますので、ジオパークが選ばれる地域とな

るように民間旅行、いろんな施設を連携して自然や化石にちなむツアーも、学習旅行など

もアイデアをいろいろ盛り込んで魅力あるものにしていきたいと考えているところでござ
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います。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） 昨年度に関しては１,２５４名と、かなりふえてきていることを

お聞きしました。すごく努力のたまものであるなということを私、感じましたけれども、

それに対して受け入れ態勢においても、まだ十分な余力を残しておられますでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 商工観光課長。 

◎商工観光課長（阿部文靖氏） 余力という部分では、例えば学習旅行というのは春と秋

に集中したりとか、そういった集中期に関しては、できるだけ学校様と調整させていただ

いて、日にちをずらすだとか、そういうことをすれば可能になってきますけれども、どう

しても１日で受け入れられるキャパシティーというのもございますので、そういったとこ

ろは旅行会社とか学校と詰めて、平たくたくさんの方が利用できるような仕組みを今後も

調整してまいりたいと思っていますので、まだ余力はあるということで御回答申し上げま

す。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） シーズン中に関しては、かなり職員の方も大変な思いといいます

か、土日も勤務されているのかなというふうな印象を受けますけれども、大きくできると

ころは膨らませつつ、また、キャパシティーの範囲も考慮しつつ進めていただけたらなと

思いますけれども、そこで教育旅行がふえているということは、それだけ教員の先生たち

の心を今つかみ始めているのかなというふうに感じますけれども、ここの基盤が強固に

なってくれば、毎年固定した訪問数を獲得していける。これも一つのリピーター戦略の考

えなのかなというふうに思いますけれども、さらなる手として教育旅行にて必然的に子供

たちが今訪れることがふえてきているかと思いますので、これをチャンスとして、子供た

ちの心をつかんでいくことができるならば、次はファミリー層を抱き込んだリピーターに

つながる可能性があると考えています。子供たちがもう一度来たいと思ってもらえるよう

な魅力づけといいますでしょうか、そこで楽しみながら親子で学べるような素材も今ある

と思いますけれども、こういった、先ほどもインターネットを使った周知の仕方、ＰＲの

仕方ということで質問を取り上げましたけれども、スマートフォンを利用したアプリの計

画ですとか、そういった何か考え方というのはありますでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 商工観光課長。 

◎商工観光課長（阿部文靖氏） アプリに関しましては、制作するとすれば結構なお金が

かかりますので、例えばジオパークではグーグルの地図を使って無料で、例えばグーグル

というのはＧＰＳと連動しておりますので、そちらの、今自分がいるところでどんなもの

が見られるのかということを、そういった無料のサイトというか、そういうものを活用し

て今やらせていただいております。また、将来的には、例えばＶＲ、バーチャルリアリテ

ィー、要は携帯電話でのぞき込むとその場所が３０年前の映像が出たりだとか、夏なのに
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冬の絵が出たりとか、そういったアプリもありますし、あと解説板だとかにかざします

と、英語だとか、韓国語だとか、より詳しい内容が出てくるＡＲというアプリもあります

ので、その辺は費用対効果を見ながら対応していきたいとは考えておりますけれども、現

状は今無料のものをできるだけ駆使して活用していくという考え方でやっておりますの

で、その辺は研究して今後も進めていきたいとは思っております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） スマートフォンを活用したところで、今質問しましたけれども、

それはまだまだ時間を要して練られていくというような、そういった段階にありますで

しょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 商工観光課長。 

◎商工観光課長（阿部文靖氏） 日々やっぱりアプリの部分につきましては進歩しており

ますので、我々が取り組むのに何が一番妥当なのかというのは教育だとか楽しんでもらう

とか、いろんな視点での見方はあると思うのですけれども、そこはしっかり見定めていか

ないと１年２年でそのアプリが使えなくなったり、廃れていくようなものであれば、

ちょっと費用対効果という意味では問題があるかなと思っておりますので、そこは時間を

かけてじっくりやっていきたいとは考えております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） もし可能であれば、そういった媒体も使用しながら、親子で学べ

るような形も一つの手かなというふうに考えておりますけれども、それであれば、加えて

子供たちが惹かれるような愛されるようなキャラクターですとか、そのキャラクターの

グッズ販売にも何かつなげる可能性というのは出てくるかなというふうに私は感じますけ

れども、参考までに、ジオ関連の缶バッジが売られているかと思いますけれども、その中

で何か傾向といいますか、売れ筋といいますか、どのようなものが人気があるですとか、

そういった統計というものはとれていますでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 商工観光課長。 

◎商工観光課長（阿部文靖氏） グッズの販売実績でいきますと、缶バッジが一番売れて

おります。缶バッジも磁石タイプとピンタイプと両方ありまして、できれば、磁石タイプ

ですと冷蔵庫だとかそういったところに結構長期的に使っていただける要素もありますの

で、そういったところでＰＲ効果も高めていくためにも、缶バッジにつきましては、一番

人気もありますので、そういった磁石タイプだとかピンタイプにしていこうかなと思って

いますことと、あと博物館の研究員さんがアンモナイトのイラストを書いた缶バッジも実

はありまして、これはまだちょっと未販売なのですけれども、今後そういったものも、例

えば子供たちはガチャガチャが好きなのですけれども、そういったガチャで、有料ですけ

れども、そういった缶バッジが手に入るような仕組みだとか、楽しみながらグッズを集め

ていく方法も、ジオのほうでは考えていきたいとは思っています。そのほかクリアファイ

ルだとか、ガイドブックだとか、売れ筋のものは今までどおり今後も継続してやっていき
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たいとは思っています。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） 今、売れ筋の傾向といいますか、そういった御答弁をいただきま

したけれども、その中にキャラクターの設定のヒントがもしかしたら隠れているのかもし

れないなと感じながら今お聞きしましたけれども、また、それらのグッズ販売の際は、全

種類そろえたくなるような楽しさをちょっと交えるですとか、あるいはそのジオエリアご

とにちょっと種類を変えていくと、各エリアを全て回りたくなるような、そういった動機

づけ、おもしろい展開もできるのかなというふうにして私今聞いておりましたけれども、

何かそういった楽しみながらまた学べるというような要素も加えながら、今の現状の部分

をさらに追求していただけたらなと思います。 

 それでは、食の街道について少し質問させていただきます。 

 以前、桂沢については、森と水を意識した施設づくり、あるいはレストラン運営も検討

というか、一つの例としてあるというような御答弁をいただいていましたけれども、レス

トラン運営に関しても食街道の一つの位置づけというような、そういった方向性になりま

すでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） 私、先ほど申し上げたとおり、岡山から幾春別、そして

桂沢までというような、通してできていけばいいというような考えを持っておりますの

で、当然、桂沢方面にそういったレストラン、民間のほうで出していただければ一番いい

のですけれども、そういったものができていけば、そういったものを含めて食街道という

ような形では考えてございます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） では、食街道というのは物理的な意味において、エリア的なもの

なのか、街道、点在しているようなものなのか、なかなかまだちょっと私の中でイメージ

が湧きづらいところがありますけれども、まだまだそこは突き詰めていかなければいけな

いところなのかもわかりませんけれども、今現在で何かイメージしておられるものという

のはありますでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） こちらのほうは具体的にまだそこまではいっていないの

ですけれども、当然点在していても我々はそれはそれで街道としていいのかなと。エリア

的にまとまるということも、それは場所的にもよりますけれども、そういったものがあれ

ば、また、そこでも楽しめる、食で楽しめるような地域になるのかなということはござい

ますので、これは場所にもよろうかと思いますけれども、そういったものを含めて、今

後、候補地だとかを探していきたいということでは考えてございますが、当然、民間の方

が出店していただくというのが大前提になってございますので、一番いい場所、我々より
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は民間の方のほうがお詳しいかもわかりませんが、そういったものも我々御提案できるよ

うなことで考えていきたいと思ってございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） ありがとうございます。 

 私は食の街道づくりにおいても、三笠高校生を応援していくことができるような何か制

度のようなものがあればよいのかなというふうに考えておりますが、食の街道をつくるに

は、当然民間の方の進出も、協力が必要になってくるかと思いますけれども、例えば三笠

高校生はそれぞれの地元がありまして、全道さまざまなところから来ているわけでありま

すので、それらの地元産品の協力ですとか、あるいは新規参入される店舗の方には固定資

産税を免除しますよと。その分、利益の一部を三笠高校生が進学する際の奨学金制度で

あったり、卒業生が起業する際の開業資金として積み立てる制度づくりですとか、そうす

ることによって食の街道づくりの際、誘致するための開業資金として、ふるさと納税制度

やクラウドファンディングを利用した、応援したくなっていくような気持ちを酌み取って

いく好循環もつくり出すことができるのかなというふうに、私これは個人的な思いの中で

ありますけれども、何かそういった応援というか、誘致する際に関して、総括的なお考え

があればお聞きしたいのですけれども。 

◎議長（谷津邦夫氏） 企画財政部長。 

◎企画財政部長（金子 満氏） ただいまの議員のほうから食のまちづくりにおいて三笠

高校生、卒業生の応援ができないかというような話だと思いますが、我々も議員おっしゃ

るとおり、三笠高校生、在学中からコンクールなどでもすばらしい成績を残したり、そう

いった意味で三笠の名前を出していただいたりとか、そういった地域貢献にも頑張っても

らっているというような認識ではございます。 

 食街道づくりに係ります支援制度を検討していく中で、三笠高校卒業生が三笠市に戻っ

て起業してくれるのであれば、それはそれで一般の方よりも多少の手厚い支援なんかも考

えられないかというような思いではおります。 

 また、食のまちづくりを含めまして高校生を応援する環境づくりというようなお話だと

思いますけれども、当然これはありがたいことだと思います。ただ、新規参入者から寄附

などを、例えば税の免除をして、その部分を支援の条件とかそういったことをするか、そ

ういったことについては慎重に考える必要があるのかなと。当然、新規参入者におかれま

しても、安定した経営が必要になってくるということもございます。逆に、安定して経営

していただければ、お客様を多く我がまちに引き込んでいただけるというようなこともご

ざいます。三笠に訪れる方が多くなれば、高校生レストランとの相乗効果も生まれてくる

のかなと思ってございますし、新規参入者によります卒業生の雇用なんか、そういったも

のにもつながっていくのかなと。食街道のポテンシャルがそういった全体的に上がるとい

うことで、卒業生の新規参入にも弾みになれば、間接的な応援にもなるのかなというよう

なことでは考えてございます。食のまちづくりによりまして、高校生に何らかの応援がで
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きないかということは、各分野でそれぞれ取り組みを行う中で判断していかなければなら

ないかなと考えてございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） 私、金銭的な部分に特化してしまったそういった質問になってし

まいましたけれども、あらゆる分野において高校生を応援できるような、そういった道を

模索していただけたらなと思います。まだまだ誘致に関しても考えなければいけない部

分、また、難しい部分あると思いますけれども、そこは何とぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 また、幾春別地区においては独自に、試験的ではありますけれども、お店を構え始めて

いる方も出てきております。そういった方々の機運を盛り上げていくことも含めながら、

食の街道づくりを推し進めていただけたらなと思います。 

 さまざまな魅力づけ、ＰＲ戦略があったとしても、よい環境が損なわれてしまうような

現実があっては、あらゆる施策の魅力に影響を与えてしまいかねないと考えております

が、そこで次の質問に移ります。 

 東清住地区養豚場についてであります。 

 その後の対応の御答弁をいただきましたけれども、事業者から出された四つの改善項

目、全てが履行された状態であるかと思いますけれども、防臭壁について少し質問させて

ください。 

 防臭壁、この改善項目、改善計画が出された後、一番最後に履行されたかと思いますけ

れども、私、非常にここに期待していた思いがあったわけでありますけれども、現実、設

置されたものを見ますと、私が想像していたものとはちょっと違ったわけであります。 

 そこで、設置された防臭壁というのは一般的にもこういった対策上用いられているもの

なのでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） 実は、畜産環境整備機構から出てございます防臭壁とい

うことにつきましては、一般的にはブロック塀とか、コンクリートだとか、そういうもの

が一般的だということは書かれてございます。ただ、そのほかのものについても用途に

よっては対応は可能だということで、以前にもちょっとお話ししたことあったかと思うの

ですが、例えば樹木、また、今回みたいようなネットも、効果は非常に薄いかもしれませ

んが、対策としてはだめではないというような状況ではございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） 私も道道からの目視確認でしかできていないのですけれども、防

臭壁ではなくて、防風ネットではないかなというふうな印象を受けたわけでありますけれ

ども、これでは時間の経過による臭気の拡散は防げないのではないかなと思いますけれど

も、その辺の効果も含めて御答弁があればお願いします。 
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◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） 確かに、防臭壁ということで先ほど申し上げましたよう

に、ブロックですとかコンクリートでありますと、においが風に押されたりとかなんかし

て拡散するということは非常に効果があるということなのですが、確かに設置しているの

は防臭ネットと、ネットでございますので、どちらかというと、よく農家さんとかが張っ

ているようなネットと同じような感じでございます。ですけれども、全く効果がないかと

いうことについては、例えば豚舎の中または堆肥舎の中から出てくる中で、ほこりとかも

一緒にまじって出る場合も中にはあります。そういうときには、ネット等も効果もござい

ますし、目が確かに粗い、ネットですから壁から見たら穴だらけになってございますの

で、それであっても一定の、風は一部通っていきますけれども、中には拡散するという効

果もあるということでございますので、データ的なものでどのぐらいの比率効果があるの

かというのは私ども把握してございませんけれども、企業側から出てきたものに対して、

これが効果がないからだめだとかという形では取り扱うことも難しいですので、私どもは

それを受け入れているということでございます。 

 また、近隣でこのようなネットを使って対策を行っているところはないのかということ

で、実は立入検査のときにもお聞きはしてございます。その中では、近隣では長沼町のほ

うで同じようなネットで対策を講じているということもお聞きしてございますので、そう

いうような中で、今、様子を見ているというような状況でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） 先ほど御答弁いただく中で、ことしに入り、５月、６月、７月、

８月、また９月まで続けて基準値超えの数値が計測されているのかなと。改善勧告に対し

事業者による４項目の改善計画が履行されたその後においても、測定値において基準値超

えの値が出ているかと思いますけれども、私、先ほどちょっと聞き漏らしてしまった部分

があるかと思いますけれども、９月１９日に改善命令を出したということになりますで

しょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） 済みません。実は、改善命令は９月１９日に出すという

ことです。それで、そのための呼び出しと言ったらおかしいのですが、文書を９月８日に

送付したということでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） わかりました。本日が１４日ということなので、１９日に予定と

して出すということですね。 

 では、９月の市の広報にて少し、空知総合振興局農務課、環境生活課と合同で現地調査

を実施したとありますけれども、これまで畜産環境整備機構については協力を得ていたか

と思いますけれども、それとは別に改善に向けて新たな協力が得られる形の一つというこ

とでしょうか。 
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◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） ９月号の広報で掲載いたしました記事につきましては、

養豚場で生成した堆肥について川内、大里の畑に野積みされていたという事実がございま

して、家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律の権限をもって空知総合

振興局に要請して、７月１９日の日に振興局農務課と市の農林課立ち会いのもとで現地調

査を行ったものです。 

 調査の内容は、計画に基づき適切に堆肥の生産工程がなされているか、生成された堆肥

が適切に保管されているのか、必要な書類が記録、保管されているかなど、養豚場搬出先

の畑、事務所において検査を実施したところです。 

 結果、畑に運び込んだ堆肥については野積みされていて排水に悪影響及ぼすおそれがあ

るですとか、家畜排せつ物の発生量、処理量などの記録が作成されていないと。また、代

表者の変更届が出されていなかったというような、ちょっと不適切な箇所がございまし

て、これをまた今後、今月中に改善がなされているか、再度調査に入る予定となっている

ところでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） では、空知総合振興局が介入することによって、管理の部分に関

してより踏み込んでいけるというようなことになりますでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） 今回の検査につきましては、あくまで養豚場で生成した

堆肥が川内、大里の畑に野積みされていたということですので、その不適切な箇所の中で

家畜排せつ物の発生量や処理量などの記録が作成されていないということですので、ある

程度の記録的なものにつきましては、きちんと整理されてくるのかなと思ってはおりま

す。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） 市民の思いとしましては、もともとあった生活環境を取り戻した

い、また、夏場に自由に家の窓をあけ閉めできるようになりたい、これらの強い思いであ

ります。既に長い年月も経過しておりますので、関係機関の協力をいただきながら、法に

基づいた上で徹底した対応をよろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） ありがとうございます。 

 私どもも法に基づき、しっかりと徹底的に対応してまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 畠山議員。 

◎４番（畠山 宰氏） 以上で、私の質問を終了いたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 以上で、畠山議員の質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩に入ります。２時５５分再開いたします。 
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休憩 午後 ２時３８分   

再開 午後 ２時５５分   

◎議長（谷津邦夫氏） 休憩を解き、会議を再開します。 

 次に、７番武田議員、登壇願います。 

（７番武田悌一氏 登壇） 

◎７番（武田悌一氏） 平成２９年第３回定例会に当たり、通告に基づき質問させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 初めに、市営バスの運行についてお聞きしたいと思いますが、バスの利用状況について

は、昨年度の決算特別委員会において、２７年度の乗車人員２万５,４４３人に対し、運

行回数は７,２１０回となっており、１回の平均乗車人員は３.５人でありました。また、

市民生活交通確保基金の状況については、平成２８年３月３１日残高が１億２,１２５万

８,０００円となっており、２７年３月末残高より、１８８万円の減少となりました。そ

して、２９年３月末残高見込み額についても１億１,９０２万３,０００円となっておりま

すので、２２３万５,０００円の減少が見込まれております。 

 さて、昨年１２月２０日に幌内市民センターで市営住宅の集約移転に係る説明会が開催

されております。団地の入居者数の現状と今後について、また、移転に係る支援や移転可

能な住宅、そして移転後の家賃などについて話があったと思いますが、当時の説明として

２８年１１月末時点において、金谷町団地には３４戸の入居者がおりましたが、おおむね

３年をめどとして建てかえ住宅などへの住みかえに協力していただきたいとのことであっ

たと思います。 

 住民基本台帳によりますと、昨年１２月３１日現在の幌内地区全体では４４６名の方が

生活をされております。１世帯当たりの平均人員を見ても、清住地区の１.３人に次いで

低い１.６人とされております。幌内地域には商店もないため、日常生活をしていく上に

おいて市営バスは不可欠なものであると思われます。 

 平成２０年第１回定例会において、平均乗車人員が０.９１人と１人までに満たない山

の手線については、利用が少ないとの理由でやむなく廃止が決定されております。当時、

私はまだ運行開始から２年しか経過していないこと、さらには１８年度より１９年度のほ

うが９９６人の利用者が増加となっていたことから、もう少し様子を見ることはできない

のかと質問をさせていただきました。旧山の手線が走っていた路線については、運行廃止

となった後の平成２１年より榊� 町団地Ａ棟の入居が開始され、現在はＥ棟の建設を行っ

ているところであります。 

 今後、幌内線については利用者の減少が想定される中で、どうやって地域住民の足を確

保していくのか、今までと同じ運行本数を維持していけるのか。また、現在は廃線となっ

ている旧山の手線についても、今現在においてはどうなのか。同様に、廃止路線となった

旧萱野線についても、岡山地区においては住宅もふえ、今後においても道営住宅の建設が

決定しているということを考えた場合、今後については通学児童が増加することも想定し
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ないとならないのではないかとも思うのであります。 

 そこで、質問させていただきますが、市営バスの運行については今後どのような考え方

なのか、お聞かせいただきたいと思います。 

 次に、高校生レストランについてお聞かせいただきたいと思います。 

 三笠高校については平成２４年度の開校以来、食を通じて高校生たちが着実にまちを活

性化し、元気にしている状況かと思われます。 

 そのような中、研修施設としての高校生レストランが来年夏のオープンに向けて現在建

設が進んでおりますが、高校生レストランを整備することによって交流人口の増加や地産

地消の推進、地域の活性化についても予想されることから、私としては大変期待している

ところであります。 

 その一方で、平成２１年度の開校前準備費３６万６,０００円から始まり２８年度学校

運営、職員費等の２億５,７３３万４,０００円まで、累計金額としては１３億６,２６４

万３,０００円、そのうちの実質一般財源額としては４億２,５４８万３,０００円という

のが、市立三笠高校に係る予算としての執行状況であります。今後についても、改めて市

立化に伴う財政の負担は発生するとは思いますが、それ以上の効果も期待できるというこ

とも丁寧に発信説明していきながら、市民の理解を得るということが大変重要であると

思っておりますので、その辺はよろしくお願いいたします。 

 そこで、質問させていただきますが、レストランの運営を行っていく上において、来客

者の確保が最重要課題になってくるとは思いますが、この研修施設に係る年間費用につい

ては現状どの程度と想定されているのか、また、その費用についてはどのような形で賄う

考えなのか。そして、現在想定している売上高を含め、どのような形で収益を上げながら

施設の維持管理を行っていくと考えているのか。財政負担が出るとするなら、その額につ

いては今現在どの程度が予想されているのか、お聞かせいただきたいと思います。 

 また、施設を新たに運営するに当たり、教職員などの負担についても今まで以上にふえ

てくることが予想されますが、この施設を運営するに当たり、新たな雇用は発生するの

か、その辺の考え方についてもあわせてお聞かせいただきたいと思います。 

 最後の質問でありますが、地元食材の活用と道内各地との連携及び交流による地域活性

の考え方についてお聞かせいただきたいと思います。 

 高校生レストランがオープンするとなれば、食材の調達をはじめ、さまざまなところに

までその経済効果は期待できると思われます。また、レストランについては市外や遠方か

ら来られる方も多いかと思われますので、地元農産物については大いに活用していただ

き、ぜひ三笠のおいしいものをＰＲしていただければと思っております。また、北海道と

いうブランドにこだわった食材を提供していくという考え方があってもおもしろいかとも

私は思っているところであります。 

 さて、今月４日から２５日までの期間、三笠市食のまちづくり基本条例の概要について

パブリックコメントを求めているところだと思います。その基本条例の概要の中では、
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「食のまちづくりに協働して進めるよう努めます」とあります。また、地産地消を推進し

ていくとも記載されておりますので、お聞かせいただきたいのでありますが、現在におい

ても、「まごころきっちん」や「Ｃｈｅｒｉｅ（シェリー）」の店については食材調達し

ながら行っていると思いますが、この仕入れについてはどのような形式で行っていて、現

時点において三笠産の食材はどの程度使用されているのでしょうか。 

 私も仕事柄、仕入れに行く機会がありますが、正直なかなか三笠産を仕入れてくるのが

難しい状況であります。今後、地産地消を推進していくとなれば、どのような形で地場産

のものを仕入れることができるのか、その仕組みを先につくらなければ、一般商店が三笠

産の商品を販売することは現状では少し難しいのではないかと思っております。生産者の

方々が直接納入を行うのであれば可能だとは思いますが、食材にもよりますが、年間を通

じては難しいかと思います。地域の活性化を考えた場合、つくり手と販売者が一緒になっ

て進めていくほうがその効果についても大きいのではないかと思います。 

 また、レストランの運営に関しては、市立で行う以上、一部の生産者なり、販売者のみ

が利益をもたらすのではなく、ある程度は公平に取り扱わなければいけないとも思いま

す。食の活用による地域活性化に主体的に参画するということも、食のまちづくり基本条

例の目的とされていると思いますので、私は今回、レストランの運営を機会として、市内

の農業者と商業者がうまく調整をしながら連携、協力をしていく中において、地産地消を

進めていく仕組みというものについて構築していくことができればよいかと考えておりま

す。高校生レストランを活用しながら三笠で調達できない食材については、道内の各地域

から直接仕入れてくる、また、それと連動して仕入れ先のまちには、三笠市の農作物を積

極的に販売していくという考え方があってもよいのではないでしょうか。 

 私は、生産者と販売者が協力することにより、道内各地との連携や交流を図りながら、

まちの活性化に取り組むことも可能であると考えておりますし、食の基本条例ができるま

ちだからこそ、地元農作物やその他地元加工品等に対する付加価値がそこについてくると

考えておりますので、この辺の考え方についてお聞かせいただくことを最後の質問とさせ

ていただき、以上、壇上での質問にさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） それでは、私のほうから市営バスについて御答弁いたし

ます。 

 市営バスの基本的な考え方なのですが、まず一つ目としましては、現行の幌内線の関係

でございます。確かに、幌内地区におきましては、人口等の減少によりまして、運行経費

の削減などを図るため、過去より運行の便の減数、また、利用しやすい運行時間への変更

に取り組んできているというような現状でございます。 

 運行本数の状況につきましては、平日では平成１９年の２９便でありましたが、今現在

２１便と、土日を入れた全体の便数では、平成１９年より１５便ほど減少しているという

ことで、経費の削減などを行ってきているような状況です。 
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 また、今現在、地域公共交通確保維持改善事業費補助金を国から受けるために、平成２

６年１１月に起点を市立病院から三笠小学校に変更をしまして、毎年度約５００万円ほど

の補助金を受けられるようになったことから、市民生活交通確保基金につきましても、従

来よりも延命を図っているような状況ということでございます。 

 利用者の状況を見ながら、地域の住民とも協議した上で、適正なバス運行を持続したい

というような考え方でございます。 

 今ほどございました廃止路線の関係でございますが、まず一つ目としましては、旧山の

手線、そちらにつきましては、確かに廃止したときから見ますと、住宅等が整備されてい

るという面では変化はしてございますが、地域の人口という意味では、やはり２５０人ほ

どが減少しているというような今現状でございます。これらにつきましては、以前、御意

見がございましたので、実はＤ棟が完成した後に平成２８年３月なのですが、公営住宅の

入居者に対しましてアンケート調査を行ってございます。その結果、回答者の７０％以上

の方がバスに乗車したことがないということ、また、４割近くの方が車を所有していると

いうような回答を得たことから、見送っているというような状況となってございます。 

 それと、旧萱野線でございますが、確かに住宅開発、また、道営住宅の建設等というこ

とがございますが、そちらにつきましては岡山地区のイオン店舗の周辺ということでござ

いまして、ここにつきましては、今現在、中央バスの路線が運行しているというような状

況となってございます。市営バスを運行することによりまして、民間の路線との競合とい

いますか、それらによる影響が考えられるというような現状となってございます。 

 総体的な考え方なのですが、今後の市営バスの基本的な考え方につきましては、当面、

現行の幌内線を維持しつつも、これらの路線、また、あと今、民間の路線が通っておりま

す幾春別・弥生地区、これらも含めながら、将来的にどのような交通確保がよろしいのか

ということは議論する必要性はあるというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 教育次長。 

◎教育次長（高森裕司氏） 私のほうから、レストランのまず施設の維持費含めた年間の

費用ということでございます。 

 これにつきましては、高校生レストランの施設の維持管理費につきましては、年間１,

０００万円程度を、今、想定しているところでございます。この部分につきましては、市

の所有する施設でございますので、学校の教育施設であるとともに、市の地域振興にもつ

ながる施設という位置づけでありますことから、市が予算措置をいたしまして、高校のレ

ストランの売り上げから、高校から収入を市に入れていただくということで今考えている

ところでございます。この部分につきまして、本施設は食のスペシャリストとしてのより

実戦的な場として経営力を養うということも一つの目的でありますので、コスト意識、売

り上げ目標を含めて今しっかり検討を進めているところでございます。 

 今後、この財政負担等につきましては、やはりスタート時においては、なかなか初めて
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のことでもございます。生徒たちも大変一生懸命やっている中で、いろんなことが想定さ

れると思いますが、一定の財政負担は生じることも予想されますが、一定の時期までに安

定した経営をできるよう、私どもも含めて努力していきたいというふうに考えてございま

す。 

 それと、売り上げの部分でございますが、これにつきましては、まだ売り上げにつきま

しては、一定のメニューのほうは今ちょっと検討中でございます。そういう中で、まだ確

定ではございませんが、例えば「まごの店」等の部分を参考にいたしますと、大体メ

ニュー単価につきましては、１,０００円から１,２００円くらいの間のメニューでとって

ございます。その中で、土日・祝日、夏休み、冬休み１１７日という、これをベースにし

て考えているということでございます。 

 ただし、今後、やはり席数が、今、調理部門が５２席、製菓が２０席ということで７２

席ほどございます。参考としましては、「まごころきっちん」の事例等を見ますと、大体

７０から８０食というのが今の大体平均でございます。そういうこととしますと、やはり

年間を通しますと、これを１クールとしまして、ここをまず１クールずつ段階的に上げて

いくということが大切なことだと思いますので、まずそれには集客対策ということが必要

になってくると思います。それに伴って、今、私どもＰＲ含めまして、いろんな集客する

ための訪問だとか含めて活動しているところでございます。 

 こういうことも含めて、何とか当初は話題性もあるということで、多くの人が来るとい

うこともある程度想定はされますが、長いスパンで安定した経営できるような、今、対応

ということで私どもやっていっているところでございます。それと、生徒の過度なプレッ

シャー、こういうものもやはり配慮しながら最初は進めていかなければいけないと思いま

すので、売り上げを少しでも上げていくよう努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、施設ができることによる新たな雇用の可能性ということでございますが、

これについては施設の管理体制により新たな雇用が必要となるかも含めて、今、レストラ

ン開設に伴いまして、今度、土日・祝日の運行するバスの運転手の確保だとか、いろいろ

なことが想定されている部分がございます。今後も実践を想定した中で、今どういうもの

が必要かも含めまして、しっかり検討した中で不備のないように取り進めてまいりたいと

考えております。 

 それと、教員の負担が過重になるということもございましたが、確かに今、先生方が一

生懸命、顧問の先生、土日も含めて頑張っておられます。それと「まごころきっちん」に

ついても、今、月３回にふやしまして、本番に向けての態勢をとっていると。そういう中

で、私どもとしても実態含めてしっかり先生方からも聞き取りしまして、こういう部分の

負担ができるだけ少なくなるように、私どもしっかり、今後、対応も含めて検討していき

たいというふうに考えております。 

 続きまして、地元食材の部分で「まごころきっちん」と「Ｃｈｅｒｉｅ」の部分でござ

いますけれども、現在「まごころきっちん」の食材ということでございますけれども、や



─ 57 ─ 

はり可能な限り地元の農産物を使用するということで、どちらの「まごころきっちん」も

「Ｃｈｅｒｉｅ」のほうも同じ形で取り組んでいます。あと農業者から直接購入するとい

う部分もございます。それから、その他市内小売業者を通しまして購入しているというよ

うな状況でございます。 

 それから、市内で調達できない海産物、肉類についても、市内小売業者を通して購入し

ているという状況でございます。レストランにつきましても、同様な方法で今考えていき

たいと思っておりますが、いろいろな今度新たな食材ルートとかを含めた課題等ございま

す。そこをしっかりと協議しながら、よりよい方法を模索しながら進めてまいりたいとい

うふうに考えてございます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） 食料調達について農業者と商業者が協働できる仕組みの

考え方ということでございますが、三笠市の農業者の方々の現状につきましては、農業者

の所得増大、農業生産の拡大などを目指して、独自販売の取り組みを行っている方も確か

にいらっしゃいます。ただ、多くはＪＡとの取引によるもので、現状のシステムでは商業

者が三笠産の農産物を必ずしも仕入れることができないという状況にもなっております。

今後、三笠の高校生レストランにおいても、地元の農産物をできるだけ多く使用できるよ

うに、市が橋渡しとなり、商工会ですとか、農業団体等の協議を進めて、地元農産物もで

きるだけ多く使用できるシステムを考えてまいりたいなと思っております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） 答弁ありがとうございます。もう少し私のほうから。 

 最初に、市営バスでありますが、今後の考え方としては、当面維持しながら議論を深め

ていかなければいけないと。当然そうだと思います。壇上では３.５人という話でしたけ

れども、今回の決算においては２８年度はもう２.８人にまで１便当たり減っている。ま

た、ことしに入ってから金谷町団地についても、７戸既に減少しているということを考え

れば、幌内地区でやっぱり人口が多いのは住吉地区、次が初音地区、その次は本当は金谷

地区だったのですね。金谷地区がほとんどなくなるとなれば、本当にバスを利用する方も

限られてくるのだろうなと。先ほど前者の答弁の中でも、幌内地区の高齢者の高齢化率と

いうのが出ていたと思います。もう５０％を超えているということを考えたら、やはり買

い物する、また、病院に行く、銀行に行く、何するにしてもやっぱりバスを利用しなけれ

ばいけないというのは間違いないと思いますので、なくさないように、廃止は絶対困るわ

けですけれども、やっぱり経費はかけないようにしていかなければいけないと思うのです

ね。やはりこの辺は地域の住民の方の、多分これ利用されている方というのも、ある程度

数が絞られてきているのだと思うのです、住民自体が数少ないので。逆に、利用者の方に

一度どの時間帯のバスを使っているというのを調査かけるのも方法なのかな、経費を削減

するためには。そういう考え方が今後はあってもいいのかなと思うのと、これ今バスです
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けれども、逆に言ったら、車両の更新時期が来た時点でもう少し思い切って小さいバスに

するという考え方もあるのだと思うのですけれども、今のバスは更新時期は何年程度を予

想していますか。当面使われますか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） 実は、バスの更新の考え方なのですが、１５年というこ

とで考えてございます。ですから、次の更新というのが平成３２年度を予定しているとい

うことでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） 平成３２年が更新の時期ということであれば、あと３年ですか。

３年たてば、また状況もかなり変わってくるのかなと思われますので、運行の本数につい

ても車両に係る経費についても、ちょっとあわせて協議していただければいいのかなとは

思っております。 

 また、あと今、廃止になっている旧山の手線とかの話ですけれども、これアンケート調

査を平成２８年３月に行っているという中で、バスを利用したことがない方が７０％とい

うアンケートなのか。当然、路線を走っていないのだから、バスは利用していないですよ

ね。逆にバスが運行していたら利用しますかというアンケート、どういうアンケートだっ

たのかな、ちょっと。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） まず、１点目の車両の関係でした。実は、３２年に更新

予定ということで、私どもとしましても、今のマイクロバス２台体制で運行しているので

すが、経費面を考えますと、議員と同じように、不必要な車両を必要としませんので、コ

ンパクトな車両にできるものかどうかということで検討はしてございます。その中で、今

現在、マイクロバスでないと運行できない時間帯につきましては、幌内発が７時３５分の

バスです。これは通学の子供たちも乗りますので、大体２０人超えの、毎月そのような実

態となってございます。それ以外の部分で一時近い数字のものもありますが、それ以外の

便につきましては、一桁というのが今の実態でございます。ですから、３２年までに、今

一番、乗車率の高い幌内発７時３５分の乗車数がどのぐらい減ったりするのかと、変動す

るのかということを見ながら、その車両を適正に判断していきたいなというふうには考え

てございます。 

 それと、もう一点目のアンケートの関係でした。アンケートにつきましては、確かに実

施してございまして、そのバスに乗車したことがあるかということの件なのですが、今現

在、病院までの間ということで、ふれあい健康センターもバス停がございます。その後が

市立病院ということが今路線、確かにあの目の前は通ってございませんが、路線としては

ありますので、そういう意味でのアンケートを行っているということでございます。 

 議員の恐らく気にしている分、新しくできたら乗るのかどうかというところだと思いま

す。そういう質問も確かに項目的にはあります。ただ、その中でバス停をはっきり決めて
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いないと、決められないアンケートになりますので、当然近くにあれば乗りたいというこ

とがアンケート結果でもあります。ただ、乗車率がどのぐらいだということはこのアン

ケートの中で、確かにもう少し踏み込んでやるべきだったとは思うのですけれども、その

辺の詳細の部分がまだわからないと。現実的にいろんなアンケートやなんかでも近くに

あったら乗るとはいいますが、本当にどの程度の乗車率なのか、それによってまた大きな

赤字といいますか、収支のバランスが崩れても困るということがございます。 

 私どもとしましては、これは今後も必要があれば、今、当然、Ｅ棟を建設中でございま

すし、その辺も意識しながら、これは全体の問題として、先ほども答弁させていただきま

したが、この路線のみでなくて、市内全体の市営バスのあり方というのは当然議論してい

かなければならないというふうには認識してございますので、それらの中で今後どういう

ふうにすべきかということを考えていきたいなというふうには考えてございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） 幌内線の便をコンパクトにする云々というところは、そのとおり

検討していただければいいし、実際、榊� 町の団地に住まれている方、私も何人の方にも

聞くのですけれども、引っ越してきた当時は歩けたから全然気にならなかったのだけれど

も、年々、要は郵便局の坂を上りおりするのがつらくなってきてという声が非常に聞こえ

ているのですね、ここ最近。ここ一、二年ぐらいかな、バス、昔は上、走っていましたよ

ね、どうなのですかという声を随分最近聞くようになったなと思っておりますので、その

辺もあわせて三笠市全体の市営バスとしてのあり方を今後も検討していただければいいか

なと考えております。市営バスの件については以上で締めさせてもらいたいと思います。 

 最後１点だけ、実は前回、平成２０年のときに、僕はバスの運行の仕方についてデマン

ド交通のあり方について検討できないかというような話をさせていただきました。そのと

きの答弁の中で今後議論をしていきたいという答弁があったのですけれども、このあたり

実際、議論したことはあるのか、現在のデマンド交通については考え方どうなっているの

かだけ、ちょっと聞かせてもらえますか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（右田 敏氏） 実は確かに平成２０年の第１回の大綱質問の中でそうい

う御質問があって、答弁しているということは認識してございます。 

 ただ、その中でも、やはり今の市営バスを維持するというのが基本でありました。私ど

もとしましては、基本はやっぱり維持という前提の中で、どういうような方法で一番効率

いい運行ができるのかということを模索していく中で、先ほど申し上げましたように、便

の調整ですとか、あと経費の削減のために路線を延ばしてバスの補助金をいただくという

ような対策を講じながらで、当時は確かに収支で１,０００万円程度の基金取り崩しがご

ざいました。ですから、当初基金ができたのが約２億円ぐらいあったはずですが、今現在

１億円ちょっとということで、約半分ぐらい基金が減額になっているというような現状が

ございます。 
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 そういうような補助制度を使うことによって、今の実質的な一般財源といいますか、収

支不足につきましては、大体３００万円前後ということで、かなり圧縮しているというこ

とがございます。確かにデマンド交通のメリットもありますし、デメリットもございま

す。そういう意味では、私どもは基本路線は以前から変えてございませんので、維持する

方法、ただ、補助もこれからもずっと維持できるとも限りませんので、それは全体の中で

の議論ということで、大変申しわけないのですが、デマンドをピンポイントとした幌内線

の維持の仕方というものは、今現在、検討はまだしていないというような状況でございま

す。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） わかりました。いろいろな考え方があっていいのだと思います。

これまた８月１８日に出ていたやつで、今月から実は貨客混載が自治体で認められている

のですよね。こういうような方法も出てくるかと思います。いろいろな方法を模索しなが

ら、住んでいる方にとってやっぱり安心できる足の確保というのだけはお願いしたいなと

いうことで、バスについては質問を終了させていただきます。 

 続いて、高校生レストランの関係ですけれども、年間の維持管理費１,０００万円程度

かかると。市が予算を計上して収入が出た分を市に繰り入れていただくのだというような

答弁だったと思うのですけれども、それで、先ほどのやつでいったら、メニューはまだこ

れから決める中で、１,０００円から１,２００円程度という形のメニューを考えていると

いうことで、これ１日当たりの食数的なことは、さっき言っていた７２席があるから７０

とかという考えなのかな。食数の大体の計算も出ていますか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 教育長。 

◎教育長（永田 徹氏） 食数は、これがまたいろいろと問題がございまして、なかなか

想定しにくい部分もあるのですけれども、今回、食数につきましては、実際に「まごころ

きっちん」、これが１日７０から８０を大体完売しているということで、季節によって若

干違うのですけれども、その辺のことをベースに考えまして、ちょっと７０ということを

想定させていただきました。今、調理のほうは５２席なものですから、そうすると１クー

ルちょっとになります。ただ、そこの部分、実際にやっぱり子供たちが、「まごころきっ

ちん」でトレーニングは積んでいますけれども、今度またいろいろと場所が変わったりと

か、いろいろな勝手の問題がありますので、そこは手なれない部分も多々あると思います

ので、そこはなかなか、だからといってその部分が必ずしも確約できるかということでは

なくて、子供たちには余りプレッシャーをかけないでやっぱりさせたい部分もありますの

で、そこはちょっとある程度、大体７０ぐらいを想定しますけれども、そこが確実なとい

う部分ではないということを御理解していただきたいと思います。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） 今のざっくりですけれども、大体７０食程度かなと。逆にそう考

えると、１日当たりの売り上げが、これ多分１,０００円から１,２００円のメニューです
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から、七、八万円ぐらいになるのかな、単純に１日分の売り上げが。となって、逆に言う

と、市に収入上がった分を繰り入れるというのだけれども、原価率というのは何ぼぐらい

で計算していますか。 

◎議長（谷津邦夫氏） 教育次長。 

◎教育次長（高森裕司氏） 今のところ、原価率は大体７０％ぐらい。三重県の「まごの

店」で７５ぐらいをとっているのですが、私どもとしても、よりよい食材で７割というこ

とで考えております。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） ７０％か。何ぼだい。電卓を持ってくればよかった。そうした

ら、７０だから何ぼだい。年間何ぼぐらい収入として、これ市に繰り入れできるのだろ

う、今の計算、ちょっと。僕、電卓を持ってきていないのだけれども…… 

◎議長（谷津邦夫氏） 教育次長。 

◎教育次長（高森裕司氏） この部分については、まだ今回、実際の売り上げの部分から

高校生の部分の収入分を市に入れるということでしたが、ここについては、この収入の部

分については今あくまでも研修施設ということで、高校生だけが勉強しながら収益を上げ

ていくという、そういう場でございますので、その部分を収益に応じるものなのか、固定

するものかも含めて、今ちょっと内部で十分検討しているところでございます。どういう

部分が一番いいのかというのも、今、模索しております。それで、やはり生徒たち、当面

は初めてのことでプレッシャーとかいろんな部分がございます。そういう部分を踏まえま

して、どういう部分が一番ベストなのかということを今検討しているところでございます

ので、ここについては一定の部分が決まりましたら御報告したいというふうに考えてござ

います。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） 一つ勘違いしてほしくないのは、僕は年間１,０００万円ぐらい

かかる、経費がかかり過ぎるのではないかということを聞きたいのではないです。僕は、

経費はかかったっていいと思っているのです。ただ、それ以上に効果があると思っている

から、かけてもいいと思っているのです。 

 逆に、今回、きょう上程されましたよね、補正予算、５８号ですか。レストランに関係

する教育費で、また出てきましたよね。外構工事には当然お金がかかるし、今回、テレビ

コマーシャルもやるという話になっていました。私も事前に担当から話を聞いていますけ

れども、三笠出身の著名人の方に出演していただいてやると。正直話を聞いて、あの方が

あのぐらい安い予算でふるさと三笠のために力をかしてくれるのだなと思ったら、これは

大いにやるべきだと思っているのですよ。三笠高校、すごく有名になりました。ただ、三

笠高校、有名になったけれども、僕の感覚でいったら、やはり名前を出してしまっていい

のかな。小日向さんのほうがやっぱり日本全国で有名だと思うのです。逆にその方が出身

のまちを応援するのだよというコマーシャルがあるほうが効果が出ると思っていますの
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で、だから年間１,０００万円程度経費がかかるとしても、僕は全然構わないと思いま

す。ただ、そこは市民にしっかり説明していただいて、それ以上の効果が期待できるのだ

よということを進めていっていただければいいと思っておりますので、そういう意味です

ので勘違いしないでいただきたい。 

 逆に言うと、新たな雇用の部分、今、考えている最中だという話だったのですけれど

も、当然これから先生には負担すごくふえるのだと思います。また、当然、土日、休み、

祝日の日に、男子生徒は幾春別ですから、バスに乗ってこなければいけない。そう考えた

ら、バスの運転手さんは本当に僕が考えただけで休みなくなってしまうなと思ったもので

すから、やっぱりそういうところを、周りのスタッフの体制もしっかり確保していかない

といいものがつくれないと思っております。 

 そういう意味でいったら、やはり先生をサポートしていただける方がいたっていいと思

いますし、逆にメニューの開発から何から全部学校に任せなくたっていいのではないか

と。逆にそういう任せられる部分は一層プロに任せたっていいだろうと思っていますし、

先生の助手のかわりになるのだったら、三笠高校を卒業した人がいれば、そういう人を助

手とかで使ってもいいと思うし、どんどん人を回していって、やっぱりいろんな力を活力

にしてやっていっていただきたいなと考えておりますので、そういう思いもあって聞かせ

ていただいたのですけれども、どっちにしても今考えている最中ということで、雇用につ

いてはわからないということでいいですね。わかりました。 

 それでは、最後に、いわゆる地産地消の考え方に入らせていただきます。 

 今、地元食材の活用については、現在可能な限り使わせていただいて、直接納入もある

し、市内の小売店、小売業者を使っているという話でありました。 

 やっぱり僕もお米を仕入れたり生ものを仕入れたりするのですけれども、今、ＪＡいわ

みざわになっている関係上、三笠産の食材を仕入れるのが非常に難しいというのが率直な

状況なのです。だから、地産地消を進めていく中で、ここの仕組みをうまくつくっていた

だければありがたいなと思って、先ほど答弁の中で市が橋渡し的なことがやれればという

ようなことがありましたので、本当にそういう仕組みができれば一番いいのかもしれない

ですけれども、やっぱり農家さん、協力してくれる生産者の方、協力してくれる販売店さ

んが一緒に手をとって何か形をつくっていくしかないのかなと思っております。 

 それで、季節の野菜というのはその時期が限られていると思うので、そこはやっぱり僕

は地元の農家さんから直接これは入れればいいのかなとは思っていますけれども、逆に通

年使えるものについては、やはりお店屋さんも少し回していただきたいというか、地域全

体で回していけないのかなと考えているのです。それで、今、ことし、農家さん、実数で

言ったら９２戸ですか。そのうち水稲をやっているのは３３戸あるのですけれども、米っ

て多分１年収穫したら１年分食べられるのだと思うのです。年間を通して三笠産が使える

というのが一番大きな可能性があるのではないのかなと思っているのですけれども、そこ

で、たしか大里地区にライスセンターがあるかと思うのですけれども、あれってどなたが
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所有されて、どういう仕組みになっているのかわかりますか。ＪＡさんなのかい、あれ。 

◎議長（谷津邦夫氏） 農林課長。 

◎農林課長（松本裕樹氏） ライスセンターにつきましては、農家さんのほうで組合組織

をつくっておりまして、そちらのほうで所有してございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） これ農家さんのほうで組合組織をつくってやっているという形に

なれば、そこをうまく活用して、逆に多分多くの農家さんが自分で食べるお米は自分で精

米するのではないのかなと。精米する機械は皆さん持っているのではないのかなと思うの

ですけれども、その辺とうまく連携すれば、１００％三笠産のお米がブランド化でつくれ

るのではないのかなと。当然、一般の農家さんがお客さんに売る場合、逆に私たちみたい

にお米屋さんがお米を売る場合も当然検査するのですけれども、逆に今これから食の、

きょうも食街道の話とか、食のまちづくり基本条例とかあったと思いますけれども、逆に

協力してくれる生産者さんにお米を集めてもらったやつを、例えばその検査とかするのだ

け三笠市でしますよと。そして、その合格した基準に合っている米については三笠産のお

米ですよというブランド化をして売ることは可能ではないのかなと思っているのですよ。

そうしたら、逆に食のまちづくり基本条例というのが、ある意味、三笠市のブランド化、

付加価値をつけてくれるのだと思うのです。そういうことをやって、例えば都市部なり、

また、道内でもいろいろなところに三笠産１００％のお米を売ることはできないですか

ね。そういう仕組みは可能ではないのかな。難しいですか。ちょっと考え方だけ聞かせて

ください。 

◎議長（谷津邦夫氏） 経済建設部長。 

◎経済建設部長（千葉俊行氏） 三笠産の米の入手につきましては、自前で乾燥から精米

まで設備を所有している方もおられますし、直販されている方もいらっしゃるとお聞きし

ております。 

 三笠産米としては、高校生レストランへの出荷とかブランド化についても、三笠産の米

は地元農家の御努力もあって、市内外からもおいしさでは高い評価を受けているというこ

とも聞いておりますので、ブランド品としては可能だと考えております。実際に生産者さ

んなり販売者さんなりがそれらの取り組みをしっかりしていただいて、そのブランド化に

ついて連携できるようなことが大事なのかなと思っておりますし、このような取り組みを

ぜひ進めて生産者さん、販売者さんとも取り組んでいただければなという考えは持ってい

るところでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） ぜひ、そういうブランド化は一番米ができるのだと僕は思ってい

るのです。新たな独自産業の商品開発とかも全然それはそれで各販売する方、生産する方

が知恵を絞って新しいものを開発していけば一番いいですけれども、そういうのも売りな

がらも、やはりメーンとなるものを一つつくっておくことで大分違うのではないのかな
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と。これ、そして、僕三笠でとれない食材については地域と連携できないかという話をし

たのですけれども、実は７月の末にたまたま羅臼町にまでちょっと足を延ばしてきまし

た。何をしに行ってきたかというと、冬場にちょっと三笠のまちで羅臼の海産物が売れれ

ばいいかなという思いで行ったのです。なぜかというと、当時僕が、昔、商工会青年部の

部長をやっていた時代に仲間だった方が、今、羅臼町の商工会長になっているのですね。

そういう関係で、ちょっと物々交換しませんかという話ししました。僕は海産物、羅臼か

ら欲しいですと。逆に、羅臼にうちの米を買ってくれないですかという話をしたのです。

そうしたら、後日、向こうの事務局から連絡が来まして、売るのはいいのだけれども、羅

臼の道の駅で売るのは、羅臼に来るのは羅臼の観光に来る方だから、三笠産のものは売れ

ないですよね。逆に、まちなかの空き店舗を提供しますから、ここで月１回ぐらいやりま

せんかと来たのですよ。そういう連携は僕は可能なのかなと。三笠にとれないものもたく

さんあるのだと思うのです。どこから仕入れてくるかは小売業者さんが考えるのは全然構

わないのですけれども、連携できるところはそういうふうに連携していって、あとうちの

売れるものはどんどん売っていけばいいのだと思うのです。 

 先ほどテレビコマーシャルの話もしましたけれども、僕から思えば、やっぱりブランド

化して、逆に小日向さんに観光大使になってもらって、東京で三笠の米１０キロ１万円ぐ

らいで売れるようなものをつくれればいいなと思っておりますので、そういう活用の仕方

もあるのだと思います。現に東京では、ゆめぴりかのいいやつは１０キロ１万円ですよ

ね。うちの米はそんなにまだいかないですけれども、間違いなく三笠のお米はおいしいと

いうのはわかっていますので、そういうような取り組みは可能性があるのではないかなと

思います。僕も僕のできる範囲でやりますけれども、そういう取り組みの橋渡しを、実は

行政も少し協力していただければありがたいかなと思ったのですけれども、何か答えがあ

ればいただきます。 

◎議長（谷津邦夫氏） 副市長。 

◎副市長（北山一幸氏） いろいろとありがとうございます。 

 私どもブランド化についていろいろな御意見等々もあろうかと思うのですが、まず、生

産物が適正に評価されたものが安定的に販売ルートに乗って、そして農業経営が安定でき

る、これが商品のブランド化なのかなというふうに、私、現在考えてございます。そのた

めには、やはりそこの農産物を仕入れて販売してくれる販売者さん、そこと農業者さんが

連携を図っていただくのがまず一番なのだろうなということを思っていまして、ですか

ら、その辺はＪＡさんとの関係もいろいろございますし、農業の生産者の方とぜひそこは

商業ベースの中でお話をまずしていただければ一番ありがたいのかなというふうに思って

います。 

 ですから、その辺では、ぜひお力添えをいただければ大変うれしいなと。そこのところ

で私どもがどのような役割ができるか、またこれは協議させていただいて、できることが

あれば、ぜひぜひ努力してまいりたいというふうに考えているところでございます。 



─ 65 ─ 

◎議長（谷津邦夫氏） 武田議員。 

◎７番（武田悌一氏） 今、副市長から答弁していただいたので、大体私の言いたいこ

と、思いも伝えられたと思います。先ほど前者のときの答弁の中で金子部長のほうから、

食のまちづくりについてはほかの自治体に負けていないよという答えがあったと思いま

す。僕も同じ思いです。これから食街道づくり、食のまちづくり基本条例ができるのも含

めて、北海道の食を三笠市でリードしていけるような、これもやっぱり三笠高校が成功し

ているからできることだと思っておりますので、これからもよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 以上で、質問を終わります。 

◎議長（谷津邦夫氏） 市長。 

◎市長（西城賢策氏） 御質問ありがとうございます。 

 私の感じ方を申し上げたほうがいいのかなと思って、あえて手を挙げさせていただきま

した。 

 まず、幌内地区のバスの問題ですが、これは地域の方々の需要があって、それを私ども

しっかり確保していかなければならないということについては、わからないわけではあり

ません。だけれども、御記憶にありますでしょうか。山の手線のバスを回したときに、何

だ、市はと、空気を運んでいるのかと、すごく逆に議会からもお叱りを受けた記憶がござ

います。ですから、私どもとしては、やっぱりそれなりの需要に見合う運行をしていかな

ければならないということは確かですし、もちろん乗っていただく方がふえれば、これは

一番いいわけですけれども、非常に難しさがあることは確かだと思います。 

 ですから、本当にそのバスのことだけなのか、風呂の位置とかいろんなことも含めた

ら、やっぱり住宅集約して、できる限り、できればこっちのほうに寄っていただくと。ど

うしても三笠地区でなくても幌内のこちらのほうに寄っていただくようなことだって、こ

れは手法として考えていかなければならないことなのだろうなと私は思っていまして、特

に風呂のことを中心にして、そういうような働きかけも所管にはしていたのですね。だと

すれば、ここに住むとバスは本当に１日１便しか来ませんよということだって、僕らつら

いけれども申し上げなければならないときもあるかもしれない。だから、その辺は対象者

にもよくおわかりいただかなければならないのかなと。もちろん全て何も心配ないように

いつも車を回したいですけれども、なかなかそれは難しい時代に来るのかもしれない。 

 市民に昨年も病院の件で市政懇談会をやったときに、今５０億円もある備荒資金という

か、財政調整基金がどんどんどんどん減っていきますよと、こんなになりますよというこ

とを数字としてお示ししたはずですけれども、それはもう本当に大きくこれからのしか

かってくることであります。ですから、いろんな御提案をいただくということは議会の側

からは当然だと思うのですけれども、それを全て私どもが対応していけるかというとなか

なか難しさがあるので、その辺も横目に見ながら、やっぱり取捨選択していかなければな

らないだろうというふうに思います。 
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 それから、高校生レストランのことですが、私、高校生レストランが全てのものを解決

するなんてとても思えないのです。それは、たまたま新しいものがぽんとできて、生徒の

研修施設ができるということでありますから、先ほど大変ありがたいことを言っていただ

いて、お金はかかってもいいのだと、やっぱりいい内容にということで、そして、さらに

それ以上効果があればと。それ以上効果というのは、御趣旨がちょっと僕はすぐにわかり

ません。それ以上の効果は教育的に効果があるとか、いろんなことがあるのだろうから、

すとんと落ちませんが、そう簡単に利益も何も全部出て、もうお金も余って、また寄附し

てくれるなんて、そんな簡単なものではないのだろうと思っています。最初はやっぱり徐

々に徐々に力をつけていって、将来いいものにしていくと。 

 また、私、食街道と言っているわけですから、食街道をきちっとした線にしていかなけ

ればならないと思うのです。線にしていくためには、どういう戦略があるかと。所管には

多少のこと、私、言っていますけれども、そのことについてもしっかりと今後、戦略を組

んでやっていかなければならないというふうに思っています。 

 ですから、高校生レストランは、今うちが少しでも外部の方から目を向けていただける

一つの拠点だということと、もう一つは重要な教育拠点だということを御認識いただきな

がら、ある程度の費用は、私、覚悟しています。それをどうやって捻出していくかという

のは、これから私どもの課題ですけれども、やっぱり将来の財政推計、資金需要をしっか

り見きわめた中で、どこまでだったら市が負担してあげられるかと。ぜひ、そのかわり将

来は絶対安定的に経営できるようになってくれよと。これはやっぱり高校側にしっかり

言っていかなければならないことだろうと思います。それは一足飛びにできることではな

いという意味で申し上げているつもりでございます。 

 それから、あと食材の件です。 

 これちょっと今、副市長も申し上げましたとおり、できれば私どもが一番、手を逆にお

かりしたいところなのですよ。市のほうで市のほうでといっても、それはそう簡単にノウ

ハウのない部分もありますから、だから一番やっぱり私の基本は、できれば全ての食材を

農業者から商業者に行って、商業者から納品してもらう。だから、そのプロデュースを

しっかり商業者がやってくださいよというのが基本だと私は思っているのです。そこを市

が全部システムをつくらないとできませんというのは奇妙な話で、現在も御商売をなさっ

ていらっしゃるから、そういう流れをしっかりつくって、農業者も全量ＪＡに行っている

わけではないでしょうから、そこら辺をうまく活用しながら、しかも副市長が申し上げま

したように、個人で十分できる方もおられると。しかも非常においしい米だと外部からも

私も何度も聞いていまして、そういう意味では、そういうものを専門的に入れると。 

 そのときに、先ほど議員が言われた中で、公平にということがあるのです。農業者に

とっても公平にでしょうし、商業者も公平にだと思うけれども、本当にそれがいいのかど

うかというのは、私、疑問を持っている部分があるのです。やっぱり一生懸命やっている

人は一生懸命もうけてもらったほうがいいのではないかというくらいの気持ちのほうが、
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私は物が進むと思っているのですよ。だから、全部が農団にとか、全部が商工会にとかと

やると、結局その中で平均的になって、やっぱりガッツが生まれてこないと。私、商売を

やるにしても、私どものほうで事業をやるにしても、やっぱりガッツが必要だと思ってい

るのですね。 

 だから、そういう意味では、もう頑張るところの方々がどんどん頑張ってもらって、高

校にアタックしてもらって、ぜひこれを使ってくれと、これうまいのだと、こういうふう

にしてちょっと１回たいてみてくれと、うまいぞというような取り組みも僕はどんどん

あってもいいし、それはできれば真ん中に商業者が入って全体をプロデュースしてもらっ

て、その過程の中で、さっきもちょっと言われた私どもがかかわるべき部分があって、こ

この部分だけは市がやってくれないかという部分があったら、それはぜひ言っていただい

て、私ども頑張りますので、そんなふうな御理解をいただければありがたいというふうに

思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏） 以上で、武田議員の質問を終わります。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎延 会 の 議 決 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） お諮りします。 

 議事の都合により、本日の会議はこの程度にとどめ、残余の質問は明日継続して行うこ

ととし、本日は延会したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏） 御異議なしと認め、延会することに決定しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎延 会 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏） 本日は、これをもちまして延会します。 

 御苦労さまでした。 

延会 午後 ３時５３分  
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